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1.1 IM-VisualDesignerの概要 
IM-VisualDesignerは、intra-mart上で動作する登録用、参照用の画面（フォーム）を、プログラムの作

成作業を行うことなく簡単に作成することができる製品です。 

 

フォームは専用のクライアントツールを使用してビジュアル的に作成することができますので、HTML、

JavaScript、XMLなどのWeb画面作成を行うための言語やデータベースに関する知識が不要です。また、

フォームの入力項目に対する必須属性、文字数、入力形式などの各種設定や、計算などのプログラム動作

（アクション）も設定を行うだけで利用することができます。 

 

フォームに用意されている各項目の保存場所、フォームを使用した登録画面、フォームを使用して登録さ

れたデータの一覧表示画面の表示項目などの設定は、ドキュメントを利用して行うことができます。 

フォームとドキュメントはバージョン管理を行うことができますので、フォームとドキュメントのバージ

ョンをそれぞれ複数作成して、ドキュメントのバージョン期間を設定することで、ある特定の日を境にあ

らかじめ用意しておいた新しいフォームに自動的に切り替えることができます。 

 

また、intra-mart標準のワークフロー、または、IM-Workflowと連携することで、各ワークフロー機能で

の申請や承認用の画面として簡単に利用できるように設定することができます。 

 

＜IM-VisualDesignerの概要＞ 

 申請書の再利用を行える案件は、IM-VisualDesignerで作成した申請書を利用した案件に限られます。intra-mart標

準のワークフロー、または、IM-Workflowの機能のみを利用して作成された申請は、再利用できません。 

ドキュメント設定 

ワークフロー連携 

申請書再利用 

フォーム作成 
(IM-VisualDesignerClient) フォーム 

intra-mart 

登録・参照画面 

intra-mart 標準の 

ワークフロー 

IM-Workflow 

・ 

再利用して起票・申請 
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1.1.1 フォームの作成 
フォームの作成は、専用のクライアントツール（IM-VisualDesigner Client）で行います。 

IM-VisualDesigner Clientには、さまざまな部品や設定を行うためのプロパティが用意されており、簡単

に多様なフォームを作成することができます。 

 

IM-VisualDesigner Clientで作成したフォームは、IM-VisualDesigner Clientから、または、ブラウザ上

からintra-mart側に登録（デプロイ）することができます。 

 

＜IM-VisualDesigner Client＞ 

  IM-VisualDesigner Clientの詳しい操作方法については、IM-VisualDesigner Client画面の［ヘルプ］メニューで表示

されるヘルプを参照してください。 
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1.1.2 メニュー構成 
IM-VisualDesigner Serverには、以下の機能が用意されています。 

フォーム一覧 IM-VisualDesigner Clientで作成したフォームを intra-mart上に登

録したり、登録済みのフォームを更新、削除したりする機能です。 

IM-VisualDesigner Clientでエクスポートしたファイルを登録します

が、IM-VisualDesigner Client上から直接登録（デプロイ）すること

もできます。 

１つのフォームで複数のバージョン管理ができます。 

ドキュメント一覧 intra-mart上に登録したフォームを登録、参照用の画面として利

用できるように、用意されている各項目の保存場所、フォームを

使用した登録画面、フォームを使用して登録されたデータの一覧

表示画面の表示項目などの設定を行う機能です。 

１つのドキュメントで期間による複数のバージョン管理ができ、そ

れぞれフォームの特定バージョンと紐付けることができます。ドキ

ュメントにフォームを紐付けることで、 intra-mart上でフォームが使

用可能になります。 

ワークフロー連携 intra-mart上に登録したフォーム、ドキュメントを intra-mart標準

のワークフローの起票画面に利用できるように連携させる機能で

す。 

IM-Workflow連携 intra-mart上に登録したフォーム、ドキュメントをIM-Workflowの申

請・承認画面に利用できるように連携させる機能です。 

インポート・エクスポート intra-mart上にフォーム、ドキュメント定義情報をインポートした

り、登録済みのフォーム、ドキュメント定義情報をファイルにエクス

ポート、または、ダウンロードしたりする機能です。 

申請書再利用 

（ワークフロー） 

IM-VisualDesignerのフォームを利用して、 intra-mart標準のワー

クフローで起票されたプロセスのデータをもとに、新たなプロセスを

起こす機能です。 

起票済みのプロセスを再利用することで、効率良く新しい申請書

を作成して起票することができます。 

申請書再利用 

（IM-Workflow） 

IM-VisualDesignerのフォームを利用して、 IM-Workflowで申請さ

れた案件のデータをもとに、新たな案件を起こす機能です。 

申請済みの案件を再利用することで、効率良く新しい申請書を

作成して申請することができます。 
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1.1.3 詳細設定ファイル 
IM-VisualDesigner Serverには、ユーザが設定できる詳細設定ファイル（straform.iniファイル：下記参

照）が用意されています。ここでは、この設定ファイルで設定できる内容を説明します。 

 

設定を反映させるためには、各サービスの再起動が必要です。 

%ResourceService%/pages/product/src/straform/straform.ini 

1.1.3.1 一覧表示の設定 

各一覧画面に表示するデータ件数を設定することができます。 

ページ内表示件数 SF_PAGE_COUNT = x （初期値：x=20） 

1.1.3.2 テーブル作成時のカラム設定 

テーブル作成関連では、IM-VisualDesigner Clientで作成したフォームをintra-mart上にデプロイする際

に自動生成されるテーブルカラムのデータ型を設定することができます。 

データ型 文字列 SF_DATA_TYPE_STRING = x （初期値：x=VARCHAR） 

データ型 数値 SF_DATA_TYPE_NUMBER = x （初期値：x=DECIMAL） 

データ型 日付 SF_DATA_TYPE_DATE = x （初期値：x=DATE） 

データ型 日時 SF_DATA_TYPE_TIMESTAMP = x （初期値：x=TIMESTAMP） 

 サーバの環境によってはデータ型を初期値から変更する必要があります。詳しくは「IM-VisualDesignerインストール

ガイド」を参照してください。 
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1.1.3.3 再利用の設定 

申請データの再利用の一覧画面では、該当する案件が多くなると表示等に時間がかかることがあります。

以下の設定項目の値を変更することで、案件を絞り込んで表示させることができるため、表示速度を改善

することができます。 

カテゴリ・プロセス定義 

コンボボックス設定 

RECYCLE_SEARCH_CONDITION = x （初期値：x=0） 

再利用一覧絞込条件の「カテゴリ」と「プロセス定義」コンボボック

スに、初期表示時に空欄（ブランク）を表示させるかどうかを設定

します。設定値は以下が用意されています。 

0：「カテゴリ」と「プロセス定義」コンボボックスで空欄（ブランク）を

選択できるようにします。 

1：「カテゴリ」コンボボックスは空欄（ブランク）を選択できないよう

にして、「プロセス定義」コンボボックスは空欄（ブランク）を選択で

きるようにします。 

2：「カテゴリ」と「プロセス定義」コンボボックスで空欄（ブランク）を

選択できないようにします。 

ログインユーザ情報置き換え設定 SF_RECYCLE_USER_DATA_REPLACE = x （初期値：x=false） 

パッチ03以降で設定可能です。テキストフィールドにログインユー

ザ情報の設定をしている場合、再利用時のログインユーザ情報

に置き換えて表示するかどうかを設定します。パラメータを設定し

ない場合、falseを指定した時と同じ動作をします。 

true：再利用時のログインユーザ情報に置き換えて表示します。 

false：申請時の登録データをそのまま表示します。 

1.1.3.4 ショートカットURLの設定 

IM-VisualDesignerで作成したフォームを使用して登録されたデータの更新画面、参照画面に直接ジャン

プすることができるショートカットURLを設定することができます。 

ショートカットURL生成時のログイ

ンURL 

SF_SHORTCUT_URL = x （初期値：x=http://localhost:8080） 

インストールした環境に関わらず、最初は上記の初期値で登録さ

れているため、必ずホスト名、ポート番号を実際のインストール時

の設定に合わせてください。 

ショートカットURL有効期限 SF_SHORTCUT_VALID_DATE = x （初期値：x=10） 

単位は日数です。 

フォーム定義情報キャッシュサイズ SF_DEFINITION_CACHE_SIZE = x （初期値：x=20） 
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1.1.4 ドキュメントの設定手順 
ここでは、IM-VisualDesigner Clientで作成したフォームをintra-mart上で登録、参照画面として使用す

るまでの流れを説明します。 

 

＜ドキュメントの設定手順＞ 

STEP 1： 

フォームのデプロイ 

あらかじめ IM-VisualDesigner Clientで作成したフォームをエクス

ポートしておき、 intra-mart上に登録（デプロイ）します。 

フォームのデプロイは IM-VisualDesigner Client、または、ブラウ

ザ上からのどちらでも行うことができます。 

STEP 2： 

ドキュメントの登録 

登録したフォームを使用できる有効期間（利用開始日と終了日）

を登録します。これがドキュメントの１つのバージョンとなります。 

STEP 3： 

テーブルの設定 

登録したフォームを利用して登録したデータを保存するためのデ

ータベース定義を設定します。 

STEP 4： 

一覧項目の設定 

作成したフォームを利用して登録したデータを一覧表示する際に

表示する項目の設定を行います。 

作成したフォームに設定されている項目を画面上から選択するこ

とで、その項目に設定された値が一覧画面に表示されるようにな

ります。また、表示項目として設定された項目は検索項目としても

利用できます。 

一覧画面を利用しない場合は、この設定は不要です。 

フォームのデプロイ 

ドキュメントの登録 

テーブルの設定 

一覧項目の設定 

表示権限の設定 

メニューの設定 

データ登録 

Client or Server 

Server 

Server 

Server 

Server 

Server 

Server 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

 

一覧画面を利用する場合のみ 

設定が必要です。 
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STEP 5： 

表示権限の設定 

一覧画面に表示するデータの対象範囲（どのユーザが登録した

データを表示するか）や登録データの更新・削除を行うための権

限を設定します。 

一覧画面には、基本的にはユーザ本人が登録したデータのみを

表示します。そのため、他のユーザが登録したデータを参照・更

新できるようにする場合は、この設定を行う必要があります。 

一覧画面を利用しない場合は、この設定は不要です。 

STEP 6： 

メニューの設定 

作成したフォームを利用して登録したデータの一覧画面や、デー

タ登録画面へのリンクをメニューに登録します。 

STEP 7： 

データ登録 

これで、メニューから一覧画面を表示して、作成したフォームを登

録、参照画面として利用することができます。 
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1.1.5 ワークフロー連携の設定手順 
ここでは、IM-VisualDesigner Clientで作成したフォームをintra-mart標準のワークフローと連携させ、

フォームを利用して起票できるようにするまでの流れを説明します。 

 

＜ワークフロー連携の設定手順＞ 

STEP 1： 

フォームのデプロイ 

あらかじめ IM-VisualDesigner Clientで作成したフォームをエクス

ポートしておき、 intra-mart上に登録（デプロイ）します。 

フォームのデプロイは IM-VisualDesigner Client、または、ブラウ

ザ上からのどちらでも行うことができます。 

STEP 2： 

ドキュメントの登録 

登録したフォームを使用できる有効期間（利用開始日と終了日）

を登録します。これがドキュメントの１つのバージョンとなります。 

STEP 3： 

テーブルの設定 

登録したフォームを利用して登録したデータを保存するためのデ

ータベース定義を設定します。 

STEP 4： 

カテゴリの作成 

あらかじめワークフロー側でカテゴリを新規に作成して、そのカテ

ゴリでIM-VisualDesignerで作成したプロセス定義を管理します。 

通常のワークフローで作成したプロセス定義と取扱いが異なるた

め、別途作成したカテゴリに分類することをお勧めします。 

STEP 5： 

ワークフローとの連携 

作成した申請書を、 IM-VisualDesigner Serverに用意されている

ワークフロー連携機能で、起票が行えるように連携します。この

際、ワークフロー側にプロセス定義の基本形が作成されます。 

STEP 6： 

プロセス定義の編集 

ワークフロー連携で作成されるプロセス定義は基本形のみです。 

そのため、ワークフロー側の機能を利用して、ルート定義、起票

者、審議者などの追加設定を行い、プロセス定義を完成させま

す。 

フォームのデプロイ 

ドキュメントの登録 

テーブルの設定 

カテゴリの設定 

ワークフローとの連携 

プロセス定義の編集 

起票 

Client or Server 

Server 

Server 

Server 

Server 

Workflow 

Workflow 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 
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STEP 7： 

起票 

これで、通常のワークフローで作成した起票画面と同様に、起票

を行うことができます。 
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プロセス定義編集の注意 

IM-VisualDesignerのワークフロー連携で自動的に作成されるプロセス定義は、通常のワークフロ

ーで作成したプロセス定義と異なる箇所があります。そのため、ワークフローの機能（［カテゴリ］

画面や［プロセス定義］画面）で、次のような操作は絶対に行わないようにしてください。 

 

■カテゴリ 

・カテゴリ名、備考の変更（※１） 

・カテゴリの削除 

■プロセス定義 

・プロセスの複製、新規バージョンの操作 

・プロセス定義名、備考の変更 

・バージョン有効期間「開始日」、「終了日」の変更 

・コンテンツパス、プロセス種別、設定区分の変更 

・各タスクのコンテンツフレーム種別の変更（【標準】設定はできません） 

・サブプロセス（先頭タスクが審議タスク）を使用する場合、親プロセス定義とサブプロセスに対し

て別々の申請書を連携する操作 

・ワークフローで作成した既存のプロセス定義に対して、IM-VisualDesignerでワークフロー連携

（既存プロセス定義に追加）を行う操作 

 

※１：権限の変更は可能です。 

 

プロセス定義を削除してしまった場合や、設定を初期状態に戻す場合は、以下の手順に従って再度連

携作業を行ってください。 

１．プロセス定義の削除 

２．ワークフロー連携設定の削除 

３．ワークフロー連携設定の再登録 
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1.1.6 IM-Workflow連携の設定手順 
ここでは、IM-VisualDesigner Clientで作成したフォームをIM-Workflowと連携させ、フォームを利用し

て申請できるようにするまでの流れを説明します。 

 

＜IM-Workflow連携の設定手順＞ 

STEP 1： 

フォームのデプロイ 

あらかじめ IM-VisualDesigner Clientで作成したフォームをエクス

ポートしておき、 intra-mart上に登録（デプロイ）します。 

フォームのデプロイは IM-VisualDesigner Client、または、ブラウ

ザ上からのどちらでも行うことができます。 

STEP 2： 

ドキュメントの登録 

登録したフォームを使用できる有効期間（利用開始日と終了日）

を登録します。これがドキュメントの１つのバージョンとなります。 

STEP 3： 

テーブルの設定 

登録したフォームを利用して登録したデータを保存するためのデ

ータベース定義を設定します。 

STEP 4： 

IM-Workflowとの連携 

作成した申請書を、 IM-VisualDesigner Serverに用意されている

IM-Workflow連携機能で、申請が行えるように連携します。この

際、IM-Workflow側にコンテンツ定義の基本形が作成されます。 

STEP 5： 

ルート定義の登録 

IM-Workflow連携で作成される定義は画面などを構成するコンテ

ンツ定義のみです。 

そのため、 IM-Workflow側の機能を利用して、ルート定義（申請

者や承認者など）の追加設定を行い、処理の流れを設定します。 

STEP 6： 

フロー定義の登録 

ルート定義に引き続いて、フロー定義（コンテンツ定義とルート定

義を組み合わせた定義情報）の追加設定を行い、フローを完成さ

せます。 

フォームのデプロイ 

ドキュメントの登録 

テーブルの設定 

IM-Workflow との連携 

ルート定義の登録 

フロー定義の登録 

申請 

Client or Server 

Server 

Server 

Server 

IM-Workflow 

IM-Workflow 

IM-Workflow 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 
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STEP 7： 

申請 

これで、通常の IM-Workflowで作成した申請画面と同様に、申請

を行うことができます。 
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コンテンツ定義編集の注意 

IM-VisualDesignerの IM-Workflow連携で自動的に作成されるコンテンツ定義は、通常の

IM-Workflowで作成したコンテンツ定義と異なる箇所があります。そのため、IM-Workflowの機能

（［コンテンツ定義］画面）で、次のような操作は絶対に行わないようにしてください。 

 

■コンテンツ定義 

・コンテンツ名の変更（※１） 

・コンテンツの削除 

■コンテンツ定義バージョン情報 

・バージョンの新規作成（※２） 

・コンテンツのコピー 

・バージョン内画面定義、ユーザプログラム定義の変更（※３） 

 

※１：権限の変更は可能です。 

※２：バージョンのコピー、削除はできますが、バージョンの削除はコピーしたバージョンに対して

のみ行ってください。必ず１つ以上のバージョンが登録されている状態にする必要がありますの

で、すべてのバージョンを削除しないようご注意ください。 

※３：メール定義、ルール定義の変更は可能です。ユーザプログラム定義に新しいプログラムを追加

で登録したり、追加登録したユーザプログラムを削除したりすることはできますが、初期状態から

登録されているユーザプログラム定義は変更しないようご注意ください。 

 

コンテンツ定義を削除してしまった場合や、設定を初期状態に戻す場合は、以下の手順に従って再度

連携作業を行ってください。 

１．コンテンツ定義の削除 

２．IM-Workflow連携設定の削除 

３．IM-Workflow連携設定の再登録 
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intra-mart WebPlatform/AppFramework 
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2.1 デプロイの準備 
ここでは、IM-VisualDesigner Clientを使用して作成したフォームをintra-mart上に登録（デプロイ）す

るための事前準備を行う方法について説明します。 

事前準備の設定は、IM-VisualDesignerを新規、または、再度インストールした場合に行います。 

 

2.1.1 フォームのデプロイ手順 
IM-VisualDesigner Clientで作成したフォームを登録（デプロイ）する方法は２つ用意されています。 

１つはIM-VisualDesigner Clientのデプロイ機能を利用する方法、もう１つはIM-VisualDesigner Client

からエクスポートした定義ファイルをブラウザからアップロードしてデプロイする方法です。 

 

＜フォームのデプロイ手順＞ 

2.1.2 初期設定を行う 
初期データインポートを行うと、IM-VisualDesigner標準のWebサービス、および、メニュー定義が

intra-mart上に登録されます。ただし、登録されたWebサービス、および、メニューには権限が設定され

ていませんので、最初に権限の設定を行います。 

 

ここでは、Webサービス権限設定、メニュー権限設定、および、サーバの設定方法について説明します。 

2.1.2.1 Webサービスアクセス設定を行う 

IM-VisualDesigner Clientからフォームのデプロイを行う場合、IM-VisualDesigner標準のWebサービス

を利用してエクスポートしたフォームをサーバにデプロイします。 

 

そのため、あらかじめグループ管理者の［Webサービスアクセス設定］画面からWebサービスのアクセス

権限の設定を行う必要があります。IM-VisualDesigner Clientからのデプロイが可能なユーザは、アクセ

ス設定画面で設定された権限を持つユーザのみとなります。 

 

Webサービスアクセスを設定するためには、以下の手順に従って操作を行います。 

 

フォーム作成 
(IM-VisualDesignerClient) 

ブラウザ 

フォーム 

Web Service 

アップロード 

エクスポート 
削除 
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1 ブラウザでグループ管理者のログイン画面を開き、ログインします。 

グループ管理者のメインページが表示されます。 

 

＜グループ管理者ログイン画面＞ 

2 画面左側のメニューから［ログイングループ管理］－［Webサービスアクセス設定］をクリックします。 

［Webサービスアクセス設定］画面が表示されます。 

 

＜［Webサービスアクセス設定］画面＞ 
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3 アクセス設定一覧から、「IMVisualDesignerDeployService － deployForm」をクリックします。 

画面の右側に［アクセス設定更新］画面が表示されます。 

 

＜［Webサービスアクセス設定］画面 アクセス設定一覧＞ 

4 ［ロール］タブの［追加］リンクをクリックします。 

［ロール検索］画面がポップアップに表示されます。 

 

＜「IMVisualDesignerDeployService － deployForm」 ［アクセス設定更新］画面＞ 
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5 一覧から権限を設定するロールをクリックして、［決定］ボタンをクリックします。 

タブ内に選択したロールが表示されます。 

 

＜［ロール検索］画面＞ 

6 ［更新］ボタンをクリックします。 

Webサービスアクセス設定の更新処理が実行され、「更新しました。」メッセージが表示されます。 

 

＜「IMVisualDesignerDeployService － deployForm」 ［アクセス設定更新］画面＞ 

7 同様の手順で、以下のWebサービスのアクセス設定を更新します。 

 IMVisualDesignerDeployService － deployVersion 

 IMVisualDesignerInformationService － getFormInfo 

 IMVisualDesignerInformationService － getDocumentInfo 

 IMVisualDesignerInformationService － getSystemDatabaseConnectIds 
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2.1.2.2 メニュー設定を行う 

IM-VisualDesignerでは、初期データインポートを行うと、以下のメニューが登録されます。 

フォーム一覧 IM-VisualDesigner Clientで作成したフォームを intra-mart上に登

録したり、登録済みのフォームを更新、削除したりする機能です。 

ドキュメント一覧 intra-mart上に登録したフォームを登録、参照用の画面として利

用できるように、用意されている各項目の保存場所、フォームを

使用した登録画面、フォームを使用して登録されたデータの一覧

表示画面の表示項目などの設定を行う機能です。 

ワークフロー連携 intra-mart上に登録したフォーム、ドキュメントを intra-mart標準

のワークフローの起票画面に利用できるように連携させる機能で

す。 

IM-Workflow連携 intra-mart上に登録したフォーム、ドキュメントをIM-Workflowの申

請・承認画面に利用できるように連携させる機能です。 

インポート・エクスポート intra-mart上にフォーム、ドキュメント定義情報をインポートした

り、登録済みのフォーム、ドキュメント定義情報をファイルにエクス

ポート、または、ダウンロードしたりする機能です。 

申請書再利用 

（ワークフロー） 

IM-VisualDesignerのフォームを利用して、 intra-mart標準のワー

クフローで起票されたプロセスのデータをもとに、新たなプロセスを

起こす機能です。 

申請書再利用 

（IM-Workflow） 

IM-VisualDesignerのフォームを利用して、 IM-Workflowで申請さ

れた案件のデータをもとに、新たな案件を起こす機能です。 

しかし、初期登録直後の状態では上記メニューに対して表示権限の設定が行われていないため、どのユー

ザがログインしてもIM-VisualDesignerに関する機能を使用することはできませんので、メニューの表示

権限を設定する必要があります。 

 

メニューの権限を設定するためには、以下の手順に従って操作を行います。 
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1 ブラウザでグループ管理者のログイン画面を開き、ログインします。 

グループ管理者のメインページが表示されます。 

 

＜グループ管理者ログイン画面＞ 

2 画面左側のメニューから［ログイングループ管理］－［メニュー管理］－［メニュー設定］をクリックします。 

［メニューマスタメンテナンス］画面が表示されます。 

 

＜［メニューマスタメンテナンス］画面＞ 
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3 ［メニューマスタメンテナンス］画面内左側に表示されているメニュー一覧から、「IM-VisualDesigner」をクリック

します。 

画面の右側にIM-VisualDesignerの［メニュー更新］画面が表示されます。 

 

＜［メニュー設定］画面 メニュー一覧＞ 

4 このメニューを表示する権限を設定する種別のタブをクリックして、［追加］ボタンをクリックします。 

選択されているタブに対応する検索画面が表示されます。 

 

＜「IM-VisualDesigner」 ［メニュー更新］画面＞ 

 「IM-VisualDesigner」配下の全てのメニューに対して同じ権限を設定する場合は、「このフォルダの権限を下位メニ

ュー（すべてのフォルダ・ページ）に反映する」をチェックしてください。 
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5 検索画面から設定する権限を選択して、［決定］ボタンをクリックします。 

権限リストに選択した権限が表示されます。 

 

＜［ロール検索］画面＞ 

6 ［更新］ボタンをクリックします。 

［確認］ダイアログが表示されますので、［OK］ボタンをクリックするとメニューが更新されます。 

 

＜メニュー［IM-VisualDesigner］ 更新画面＞ 
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7 同様の手順で以下のメニューの設定を更新します。 

 マスタメンテナンス 

 フォーム一覧 

 ドキュメント一覧 

 ワークフロー連携 

 IM-Workflow 連携 

 インポート／エクスポート 

 エクスポート 

 インポート 

 申請書再利用（ワークフロー） 

 申請書再利用（IM-Workflow） 

2.1.2.3 サーバ設定を行う 

IM-VisualDesigner Clientからフォームをデプロイする際にWebサービスを使用しますが、Webサービ

スの接続先や認証ユーザなどの設定をクライアント側で行う必要があります。 

 

IM-VisualDesigner Clientのサーバ設定を行うためには、以下の手順に従って操作を行います。 

1 IM-VisualDesigner Clientを起動して、メニューから［設定］－［サーバ設定］を選択します。 

［サーバ設定］ダイアログが表示されます。 

 

＜IM-VisualDesigner Client＞ 
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2 intra-martがインストールされているサーバの環境に合わせて、「サーバアドレス」「ユーザ名」「パスワード」「グ

ループID」を入力して、［OK］ボタンをクリックします。 

 

＜［サーバ設定］ダイアログ＞ 

 「ユーザ名」には「2.1.2.1 Webサービスアクセス設定」で設定したロールを持つユーザを指定してください。それ以外

のユーザを指定した場合、Webサービスの認証に失敗するためクライアントからデプロイすることができません。 

 intra-martサーバにsecure環境（https）を使用している場合、IM-VisualDesigner Clientに証明書の設定を行う必要

があります。証明書の設定については「IM-VisualDesigner 仕様書」を参照してください。 
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2.2 フォームの新規デプロイ 
IM-VisualDesigner Clientを使用して作成したフォームは、intra-martが動作しているサーバ上に登録

（デプロイ）することで、intra-mart上で使用できるようになります。 

 

IM-VisualDesigner Clientで作成したフォームを登録（デプロイ）する方法は２つ用意されています。 

１つはIM-VisualDesigner Clientのデプロイ機能を利用する方法、もう１つはIM-VisualDesigner Client

からエクスポートした定義ファイルをブラウザからアップロードしてデプロイする方法です。 

 

ここでは、IM-VisualDesigner Clientを使用して作成したフォームを新規にデプロイする方法について説

明します。 

 

2.2.1 IM-VisualDesigner Clientからデプロイを行う 
ここでは、IM-VisualDesigner Clientに付属するテンプレート「休暇届」をIM-VisualDesigner Client

からデプロイする方法について説明します。 

 

＜フォーム「休暇届」の登録画面＞ 
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1 IM-VisualDesigner Clientを起動して、メニューから［ファイル］－［テンプレートを開く］を選択します。 

［テンプレートファイルを選択して下さい］ダイアログが表示されます。 

  

＜IM-VisualDesigner Client＞ 

2 ［服務関連］タブの「休暇届」を選択して、［OK］ボタンをクリックします。 

「休暇届」のフォームが開きます。 

 

＜［テンプレートファイルを選択して下さい］ダイアログ＞ 
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3 メニューから［ファイル］－［エクスポート］－「ZIPファイル」を選択します。 

［保存］ダイアログが表示されます。 

 

＜フォーム［休暇届］＞ 

4 ファイル名に「kyuka」と入力されているのを確認して、［保存］ボタンをクリックします。 

エクスポート処理が実行され、［終了］ダイアログが表示されます。 

 

＜［保存］ダイアログ＞ 

 エクスポート時のファイル名は、半角英数字のみが指定できます。それ以外の文字が入力されている場合は警告メ

ッセージダイアログが表示されます。 

 エクスポートしたファイルをintra-mart上にデプロイした場合、ここで入力したファイル名を一意のキー（フォームID）

として管理しますので、すでにデプロイ済みの他のフォームIDとファイル名が重複しないファイル名を指定してくださ

い。intra-mart上にデプロイ済みの同一ファイル名のフォームが存在する場合、そのフォームは上書きされます。 
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5 ［了解］ボタンをクリックします。 

 

＜［終了］ダイアログ＞ 

6 フォームのデプロイを行います。ツールバー［サーバへデプロイ］をクリックします（メニューから［ファイル］－

［サーバへデプロイ］を選択しても実行できます）。 

［開く］ダイアログが表示されます。 

 

＜IM-VisualDesigner Client＞ 

7 エクスポートした「kyuka.zip」ファイルを選択して、［開く］ボタンをクリックします。 

サーバとの通信が開始され、［ドキュメント登録ウィザード］ダイアログが表示されます。 

 

＜［開く］ダイアログ＞ 
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8 ドキュメント名に「休暇届」を入力して、［OK］ボタンをクリックします。 

［確認］ダイアログが表示されます。 

 

＜［ドキュメント登録ウィザード］ダイアログ＞ 

 すでにサーバ上に同一名称のファイルがデプロイされている場合、［バージョン登録ウィザード］ダイアログが表示さ

れます。［バージョン登録ウィザード］ダイアログについては「2.3.1 IM-VisualDesigner Clientから再デプロイを行う」を

参照してください。 

 この画面が表示されずエラーが発生する場合は、Webサービスのアクセス権限とIM-VisualDesigner Client側のサー

バ設定確認してください。設定方法については「2.1.2.1 Webサービスアクセス設定を行う」「2.1.2.3 サーバ設定を行

う」を参照してください。 

9 ［はい］ボタンをクリックします。 

エクスポートしたフォームがサーバへデプロイされ、［終了］ダイアログが表示されます。 

［了解］ボタンをクリックして終了します。 
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2.2.2 ブラウザからデプロイを行う 
ここでは、IM-VisualDesigner Clientに付属するテンプレート「休暇届」をブラウザからデプロイする方

法について説明します。 

1 「2.2.1 IM-VisualDesigner Clientからデプロイを行う」の手順1～5を行い、あらかじめフォームをZIPファイル形式

でエクスポートします。 

ZIPファイルがローカルのコンピュータ上に出力されます。 

2 ブラウザで一般ユーザのログイン画面を開き、ログインします。 

ユーザのメイン画面が表示されます。 

 

＜一般ユーザログイン画面＞ 
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3 メニューから［IM-VisualDesigner］－［マスタメンテナンス］－［フォーム一覧］をクリックします。 

［フォーム一覧］画面が表示されます。 

 

＜［フォーム一覧］画面＞ 

4 ［フォーム一覧］画面のツールバーにある［登録］リンクをクリックします。 

［フォーム登録］画面が表示されます。 

 

＜［フォーム一覧］画面＞ 
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5 「ファイル名」のテキストフィールドの右にある［参照］ボタンをクリックします。 

［ファイルの選択］ダイアログが表示されます。 

 

＜［フォーム登録］画面＞ 

6 エクスポートしたZIPファイルを選択して、［開く］ボタンをクリックします。 

「ファイル名」に選択したZIPファイルが表示されます。 

 

＜［ファイルの選択］ダイアログ＞ 

 ここで指定したファイル名（拡張子.zipを除く）を一意のキー（フォームID）として管理しますので、エクスポート時には

すでにデプロイ済みの他のフォームIDとファイル名が重複しないようにファイル名を指定してください。 

 一度エクスポートしたZIPファイル名をローカルのコンピュータ上で変更した場合、ZIPファイル内に圧縮されているフ

ァイルとの整合性が保てなくなり正常に動作しない可能性がありますので、ファイル名の変更は行わないでくださ

い。ファイル名を変更した場合は、IM-VisualDesigner Client上で再度エクスポートしなおしてください。 
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7 「フォーム名」に「休暇届」を入力して、［登録］ボタンをクリックします。 

フォームのデプロイ処理が実行され、［フォーム情報］画面が表示されます。画面上にフォームの内容が

表示され、フォームのバージョンが１つ登録されます。 

 

＜［フォーム登録］画面＞ 

8 「フォームID」「フォーム名」「備考」に入力した内容が表示されていること、かつ、「バージョン数」に「１」が表示

されていることを確認して、［バージョン一覧］タブをクリックします。 

［バージョン一覧］画面が表示されます。 

  

＜［フォーム情報］画面＞ 
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9 一覧から「フォーム履歴番号」が「１」の行にある［編集］アイコンをクリックします。 

［バージョン情報］画面が表示されます。 

  

＜［バージョン一覧］画面＞  

10 登録した内容が表示されているか確認します。 

 

＜［バージョン情報］画面＞ 

 「ファイル一覧」には、デプロイ時にアップされたZIPファイルに圧縮されていたファイルが一覧表示されます。 
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ドキュメント更新画面には以下の情報が表示されています。 

フォームID デプロイされたフォームを一意に表すキーです。 

デプロイされたZIPファイル名（拡張子 .zipを除く）を元に自動で設

定されます。 

フォーム名 フォームの表示名です。デプロイ時に指定した名前が表示されま

す。［フォーム情報］画面から変更することができます。 

フォーム履歴番号 同じフォームIDで登録されているフォームの番号です。 

備考 フォームの備考です。デプロイ時に指定した備考が表示されま

す。［フォーム情報］画面から変更することができます。 

ファイル一覧 フォームを構成するファイルの一覧です。 

ここに表示されているファイルは、すべて intra-mart上のStorage 

Serviceに配置されます。 
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2.3 フォームの再デプロイ 
intra-mart上にデプロイされているフォームに対して、同一名称のファイル名のフォームを再デプロイす

ることで、既存のフォームを更新したり、異なるバージョンとして新規登録したりすることができます。 

この機能は、フォームの不備を修正したい場合や、運用中のフォームに変更が生じた場合に使用します。 

 

再デプロイは新規デプロイと同様に、IM-VisualDesigner Clientとブラウザ上の両方から行うことができ

ます。 

ここでは、IM-VisualDesigner Clientを使用して作成したデプロイ済みのフォームを、intra-mart上に再

デプロイする方法について説明します。 

 

2.3.1 IM-VisualDesigner Clientから再デプロイを行う 
ここでは、intra-mart上に登録したテンプレート「休暇届」をIM-VisualDesigner Clientから再デプロイ

する方法について説明します。 

1 メニューから［ファイル］－［エクスポート］－「ZIPファイル」を選択します。 

［保存］ダイアログが表示されます。 

 

＜フォーム［休暇届］＞ 
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2 ファイル名に「kyuka」と入力されているのを確認して、［保存］ボタンをクリックします。 

エクスポート処理が実行され、［終了］ダイアログが表示されます。 

 

＜［保存］ダイアログ＞ 

 エクスポート時のファイル名は、半角英数字のみが指定できます。それ以外の文字が入力されている場合は警告メ

ッセージダイアログが表示されます。 

 再デプロイを行うフォームIDと同じファイル名を指定してください。異なるファイル名を指定すると、新しいフォームと

して登録されます。 

3 ［了解］ボタンをクリックします。 

 

＜［終了］ダイアログ＞ 
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4 フォームのデプロイを行います。ツールバー［サーバへデプロイ］をクリックします（メニューから［ファイル］－

［サーバへデプロイ］を選択しても実行できます）。 

［開く］ダイアログが表示されます。 

 

＜IM-VisualDesigner Client＞ 

5 エクスポートした「kyuka.zip」ファイルを選択して、［開く］ボタンをクリックします。 

サーバとの通信が開始され、［バージョン登録ウィザード］ダイアログが表示されます。 

 

＜［開く］ダイアログ＞ 
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6 ［OK］ボタンをクリックします。 

［確認］ダイアログが表示されます。 

 

＜［バージョン登録ウィザード］ダイアログ＞ 

 「新しいバージョンとして登録する」をチェックすると、既存のフォームを上書きせずに新しいバージョンとしてフォー

ムを登録します。新しいバージョンとして登録した場合は、新しいバージョン番号がシステムで採番され、同じフォー

ムIDで複数のフォームを管理することができます。 

7 ［はい］ボタンをクリックします。 

エクスポートしたフォームがサーバへ再デプロイされ、［終了］ダイアログが表示されます。 

［了解］ボタンをクリックして終了します。 
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2.3.2 ブラウザから再デプロイを行う 
ここでは、intra-mart上に登録したテンプレート「休暇届」をブラウザから再デプロイする方法について

説明します。 

1 メニューから［IM-VisualDesigner］－［マスタメンテナンス］－［フォーム一覧］をクリックします。 

［フォーム一覧］画面が開き、一覧に「休暇届」が表示されます。 

 

＜［フォーム一覧］画面＞ 

2 一覧から「休暇届」の行にある［編集］アイコンをクリックします。 

［フォーム情報］画面が表示されます。 

 

＜［フォーム一覧］画面＞ 
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3 ［バージョン一覧］タブをクリックします。 

［バージョン一覧］画面が表示されます。 

  

＜［フォーム情報］画面＞ 

4 一覧から「フォーム履歴番号」が「１」の行にある［編集］アイコンをクリックします。 

［バージョン情報］画面が表示されます。 

  

＜［バージョン一覧］画面＞  
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5 ファイル名のテキストフィールドの右にある［参照］ボタンをクリックします。 

［ファイルの選択］ダイアログが表示されます。 

 

＜［バージョン情報］画面＞ 

 「ファイル一覧」には、デプロイ時にアップされたZIPファイルに圧縮されていたファイルが一覧表示されます。 

6 ［ファイルの選択］ダイアログから「kyuka.zip」を選択して、［開く］ボタンをクリックします。 

ファイル名のテキストフィールドに「kyuka.zip」が入力されます。 

 

＜［ファイルの選択］ダイアログ＞ 

 必ず「フォームID」と同じファイル名のIM-VisualDesigner ClientでエクスポートしたZIPファイルを指定してください。そ

れ以外のファイルを指定した場合、正しく動作しなくなる可能性があります。 
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7 ［更新］ボタンをクリックします。 

更新処理が実行され、［更新完了］画面が表示されます。 

 

＜［バージョン情報］画面＞ 

 「備考」のみを更新する場合は、「ファイル名」のテキストフィールドが空白の状態のまま［更新］ボタンをクリックして

ください。 

8 ［次へ］ボタンをクリックします。 

［バージョン更新］画面に戻ります。 



2.4 フォームの削除 
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2.4 フォームの削除 
intra-mart上にデプロイされているフォームを削除することができます。削除したフォームはintra-mart

上のメニューや各機能から表示させることができなくなりますのでご注意ください。 

フォームの削除はブラウザからのみ行うことができます。IM-VisualDesigner Clientからは削除すること

はできません。 

 

ここでは、IM-VisualDesigner Clientを使用して作成したデプロイ済みのフォームを、intra-mart上から

削除する方法について説明します。 

 

2.4.1 フォームを削除する 
ここでは、intra-mart上に登録したテンプレート「休暇届」をブラウザから削除する方法について説明し

ます。 

1 メニューから［IM-VisualDesigner］－［マスタメンテナンス］－［フォーム一覧］をクリックします。 

［フォーム一覧］画面が開き、一覧に「休暇届」が表示されます。 

 

＜［フォーム一覧］画面＞ 
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2 一覧から「休暇届」の行にある［編集］アイコンをクリックします。 

［フォーム情報］画面が表示されます。 

 

＜［フォーム一覧］画面＞ 

3 ［削除］ボタンをクリックします。 

［確認］ダイアログが表示されます。 

  

＜［フォーム情報］画面＞ 

 ［バージョン一覧］タブをクリックして、バージョン一覧に複数のバージョンが表示されている場合は、フォームを削除

することができません。この場合は、最初にバージョンを削除する必要があります。バージョンを削除する場合は

「2.4.2 フォームのバージョンを削除する」を参照してください。 
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4 ［OK］ボタンをクリックします。 

再度［確認］ダイアログが表示されます。 

 

＜［確認］ダイアログ＞ 

 ［キャンセル］ボタンをクリックした場合は、サーバ上からフォームのファイルを削除しません。 

5 ［OK］ボタンをクリックします。 

フォームの削除処理が実行され、［フォーム一覧］画面に戻ります。 

 

＜［確認］ダイアログ＞ 

 ［キャンセル］ボタンをクリックした場合は、フォームの削除を中止します。 

 フォームの削除を行っても、以下の情報は削除されません。 

■フォームを使用しているドキュメント定義 

 ⇒ドキュメントが削除されないため、フォームを利用した登録・参照画面の表示、ワークフローでの画面表示が 

  行えなくなります。 

■フォームを利用した登録画面で登録したデータ 
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2.4.2 フォームのバージョンを削除する 
ここでは、intra-mart上に登録したテンプレート「休暇届」のバージョンをブラウザから削除する方法に

ついて説明します。 

1 メニューから［IM-VisualDesigner］－［マスタメンテナンス］－［フォーム一覧］をクリックします。 

［フォーム一覧］画面が開き、一覧に「休暇届」が表示されます。 

 

＜［フォーム一覧］画面＞ 

2 一覧から「休暇届」の行にある［編集］アイコンをクリックします。 

［フォーム情報］画面が表示されます。 

 

＜［フォーム一覧］画面＞ 
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3 ［バージョン一覧］タブをクリックします。 

［バージョン一覧］画面が表示されます。 

  

＜［フォーム情報］画面＞ 

4 一覧から削除するバージョンの行にある［編集］アイコンをクリックします。 

［バージョン情報］画面が表示されます。 

  

＜［バージョン一覧］画面＞  

 バージョン一覧にバージョンが１つだけ表示されている場合は、バージョンを削除することができません。この場合

は、フォーム自体を削除してください。フォームを削除する場合は「2.4.1 フォームを削除する」を参照してください。 
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5 ［削除］ボタンをクリックします。 

［確認］ダイアログが表示されます。 

 

＜［バージョン情報］画面＞ 

6 ［OK］ボタンをクリックします。 

再度［確認］ダイアログが表示されます。 

 

＜［確認］ダイアログ＞ 

 ［キャンセル］ボタンをクリックした場合は、サーバ上からフォームのファイルを削除しません。 

7 ［OK］ボタンをクリックします。 

バージョンの削除処理が実行され、［バージョン一覧］画面に戻ります。 

 

＜［確認］ダイアログ＞ 

 ［キャンセル］ボタンをクリックした場合は、バージョンの削除を中止します。 



2.4 フォームの削除 
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一覧画面でソート機能・検索機能を使用する 

一覧表示画面には、データの並び替えを行うソート機能、データの絞り込みを行う検索機能が標準で

搭載されています。ソート・検索対象にできる項目は一覧に表示されている項目（一覧表示項目設定

で設定した項目）になります。 

 

一覧表示画面に一度に表示される最大の件数は標準で２０件ですが、件数の変更ができます。詳しく

は、「1.1.3 詳細設定ファイル」を参照してください。 

 

◆ ソート機能を利用する 

一覧のヘッダ部に表示されている項目名（色付きの文字）をクリックすると、その項目でソートを行

います。ソートが行われている項目は背景色に色が付きます。昇順、降順を切り替えるためには、一

覧の上部、または、下部にある［昇順］［降順］リンクをクリックしてください。 

 

＜［休暇届］画面＞ 

※アイコンを表示する項目などは検索、ソートを行うことはできません。 
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◆ 検索機能を利用する 

一覧画面のツールバーにある［検索］アイコンをクリックすると、［検索］画面が表示されます。 

 

＜［休暇届］画面＞ 

検索条件を入力して、［検索］ボタンをクリックします。 

 

＜［休暇届］一覧画面 検索画面＞ 

※［検索］画面には、IM-VisualDesigner Clientで設定された各項目のデータ型に合わせた入力項

目が表示されます。また、検索方法も各データ型によって異なります。 

詳しくは「IM-VisualDesigner 仕様書」を参照してください。 

 

※検索条件を指定して表示データを絞り込んだ後の一覧画面から［参照］画面へ遷移した後、［一覧

へ戻る］アクションで一覧画面へ戻った場合、指定されていた検索条件はクリアされ、すべてのデー

タが表示されます。 



2.4 フォームの削除 
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intra-mart WebPlatform/AppFramework 
 

第3章 ドキュメントの設定 
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3.1 ドキュメントの概要 
IM-VisualDesignerでは、「作成したフォームを単独で使用する方法」と「作成したドキュメントをワー

クフローと連携して使用する方法」の２つの使い方がありますが、フォームを使用可能にするためには、

まずはドキュメントの登録が必要です。 

 

intra-mart上にデプロイしたフォームは［ドキュメント登録］画面から、データの登録・更新、および、

参照画面として使用するための設定を行うことができます。また、デプロイしたフォームを使用して登録

されたデータを一覧表示するための画面を自動生成するための設定を行うこともできます。 

 

［メニュー設定］を行ったフォームは、メニューに画面を表示するためのリンクが表示され、フォームを使

用することができるようになります。［メニュー設定］画面では「登録画面表示」と「一覧画面表示」の2

つの画面表示メニューを登録することができます。 

 

＜ドキュメント使用例＞ 

ドキュメント設定 
フォーム 

メニュー設定 

一覧画面 

登録画面 

参照画面 更新画面 

ＤＢ 

登録 

参照 

更新 
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3.2 ドキュメントの登録 
IM-VisualDesigner Clientで作成したintra-mart上にデプロイ済みのフォームを、intra-mart上やワーク

フロー上で使用可能にするためには、ドキュメントの登録が必要です。 

 

ここでは、IM-VisualDesigner Clientを使用して作成したフォームを使用可能にするために、新しく

intra-mart上にドキュメントを登録する方法と、作成したフォームを単独のデータ登録、参照画面として

使用する方法について説明します。 

 

3.2.1 ドキュメントを登録する 
ここでは、IM-VisualDesigner Clientに付属するテンプレート「休暇届」が登録されたフォームを、ドキ

ュメントに登録して使用可能にする方法について説明します。 

3.2.1.1 基本設定を行う 

デプロイ済みのフォーム「休暇届」をドキュメントに登録するためには、以下の手順に従って操作を行い

ます。 

1 ブラウザで一般ユーザのログイン画面を開き、ログインします。 

ユーザのメイン画面が表示されます。 

 

＜一般ユーザログイン画面＞ 
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2 メニューから［IM-VisualDesigner］－［マスタメンテナンス］－［ドキュメント一覧］をクリックします。 

［ドキュメント一覧］画面が表示されます。 

 

＜［ドキュメント一覧］画面＞ 

3 ［ドキュメント一覧］画面のツールバーにある［登録］リンクをクリックします。 

［ドキュメント登録］画面が表示されます。 

 

＜［ドキュメント一覧］画面＞ 
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4 「ドキュメントID」に「kyuka」、「登録フォームID」に「kyuka」、「ドキュメント名」に「休暇届」、「有効日（開始）」に

「2010/01/01」、「有効日（終了）」に「2999/12/31」を入力して、［登録］ボタンをクリックします。 

ドキュメントの登録処理が実行され、［ドキュメント情報］画面が表示されます。画面上に登録したドキ

ュメントの内容が表示され、ドキュメントのバージョンが１つ登録されます。 

 

＜［ドキュメント登録］画面＞ 

 「登録フォームID」の右側に表示されているアイコンをクリックした場合は、［フォーム検索］画面が表示されます。［フ

ォーム検索］画面からフォームIDを選択することもできます。 

 「有効日付（終了）」は任意項目ですが、入力を省略した場合は登録したフォームを表示できませんのでご注意くだ

さい。 
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5 画面項目の入力内容を保存するためのテーブル設定を行います。［テーブル設定］タブをクリックします。 

［テーブル設定］画面が表示されます。 

 

＜［ドキュメント情報］画面＞ 

6 ［登録］リンクをクリックします。 

［テーブル作成］画面が表示されます。 

 

＜［テーブル設定］画面＞ 
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7 「テーブル名」を変更する場合は任意の名前に変更して、［登録］リンクをクリックします。 

テーブル登録処理が実行され、［テーブル設定］画面に戻ります。画面には登録したテーブルの種別、対

象ID、テーブル名が表示されます。 

以上でドキュメントの基本的な設定は終了です。 

 

＜［テーブル作成］画面＞ 

 テーブル名の長さは30文字以内です。そのため、登録するドキュメントによっては、初期設定がすでに30文字を超

えている場合があります。その場合は30文字以内となる他のテーブル名を入力しなおしてください。 

 「列名」（テーブルのカラム名）と「データ型」は項目ごとに決められており、変更することはできません。 

（IM-VisualDesigner Clientでフォームに項目を配置した際に決定されます。） 

 「データサイズ」「データサイズ（小数部）」は、IM-VisualDesigner Clientで設定したフォームの各項目の属性値が初

期設定されます。IM-VisualDesigner Clientで項目を入力していない場合は未入力状態のままとなりますので、「デ

ータ型」が「文字列」や「数値」の項目は「データサイズ」を入力してから［登録］リンクをクリックしてください。 
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3.2.1.2 一覧画面を表示するための設定を行う 

このドキュメントで登録したフォームを単独のデータ登録、参照画面として使用する場合は、続けて一覧

項目設定、表示権限設定、および、メニュー設定を行います。 

一覧画面表示設定を行うと、メニューから一覧画面の表示ができるようになり、登録したフォームを使用

してデータの登録、編集、参照ができるようになります。 

 

「休暇届」を設定したドキュメントに対して上記の設定を行うためには、以下の手順に従って操作を行いま

す。 

 intra-mart標準のワークフローの起票画面として使用するためには、続けてドキュメントとワークフローの連携設定

を行います。ワークフローとの連携は「4.2.2 連携するための設定を行う」を参照してください。 

 IM-Workflowの申請画面として使用するためには、続けてドキュメントとIM-Workflowとの連携設定を行います。

IM-Workflowとの連会は「4.3.2 連携するための設定を行う」を参照してください。 

1 ［一覧項目］タブをクリックします。 

［一覧表示項目設定］画面が表示されます。 

 

＜［テーブル設定］画面＞ 
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2 一覧画面に表示する項目を選択して、［登録］リンクをクリックします。 

一覧表示項目の登録処理が実行され、［一覧表示項目設定］画面が再表示されます。 

 

＜［一覧表示項目設定］画面＞ 

 「選択項目一覧」にはIM-VisualDesigner Clientでフォームを作成するときに設定した項目が表示されます。ただし、

「行追加」、「行削除」アクションが設定されたテーブルの行内に配置した項目は表示されません。 

3 ［表示権限］タブをクリックします。 

［一覧表示権限設定］画面が表示されます。 

 

＜［一覧表示項目設定］画面＞ 
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4 一覧画面を表示できる権限を設定します。例として、ここでは「ロール」の「ゲストロール」を追加します。 

「ロール」の［＋］アイコンをクリックしてロール一覧を開き、［検索］リンクをクリックします。 

［表示権限（ロール）］画面が表示されます。 

 

＜［一覧表示権限設定］画面＞ 

5 「ロール」の［検索］リンクをクリックして、検索画面から「ゲストロール」を選択します。 

［表示権限（ロール）］画面が再表示された後、「対象範囲」から「全て」を選択、「権限」から「参照可能」を選択

して、［登録］ボタンをクリックします。 

表示権限の登録処理が実行され、［一覧表示権限設定］画面に戻ります。選択した「ゲストロール」が画

面に表示されます。 

 

＜［表示権限（ロール）］画面＞ 
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「対象範囲」はフォームを利用して登録されたデータのうち、一覧に表示する登録者のデータを指定します。

以下の項目から選択することができます。 

全て 全ユーザ分のデータを表示します。管理者向けです。 

所属組織 ログインユーザの組織に所属するユーザが登録したデータを表示

します。 

所属組織（下位組織を含む） ログインユーザの組織とその下位組織に所属するユーザが登録

したデータを表示します。 

 

「権限」は以下の項目から選択することができます。 

参照可能 ログインユーザと同じ範囲に所属するユーザのデータを一覧に表

示して、それぞれのデータを参照できます。 

ただし、他人のデータを更新、削除することはできません。 

更新可能 ログインユーザと同じ範囲に所属するユーザのデータを一覧に表

示して、それぞれのデータを参照できます。また、他の内容に更

新することもできます。 

ただし、他人のデータを削除することはできません。 

削除可能 ログインユーザと同じ範囲に所属するユーザのデータを一覧に表

示して、それぞれのデータを参照できます。また、データを削除す

ることもできます。 

ただし、他人のデータを他の内容に更新することはできません。 

更新・削除可能 ログインユーザと同じ範囲に所属するユーザのデータを一覧に表

示して、それぞれのデータを参照できます。また、データを更新、

削除することもできます。 

 「権限」の設定に関わらず、データの登録者は自分のデータをいつでも更新、削除できます。 
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6 ［メニュー設定］タブをクリックします。 

［メニュー設定］画面が表示されます。 

 

＜［一覧表示権限設定］画面＞ 



3.2 ドキュメントの登録 

サーバモジュール 操作ガイド    65 

 

7 「休暇届」の一覧画面を表示するためのメニューを作成します。ここでは、「休暇届」フォルダを作成して、フォル

ダ内に一覧表示画面へのリンクを作成します。 

［HOME］をクリックして、表示されたサブメニューから「新規フォルダ」リンクをクリックします。 

［新規フォルダ登録］画面が表示されます。 

 

＜［メニュー設定］画面＞ 

 ［メニュー設定］画面では、IM-VisualDesigner用のメニューだけでなく、intra-mart上に登録されているすべてのメニ

ューが表示され、既存のメニューの更新や削除を行うことができるようになっております。そのため、［メニュー設定］

は管理者のみが行えるように、「ドキュメント一覧」メニューの表示権限を設定してください。 

 メニューを削除する場合は、誤ってIM-VisualDesigner以外のメニューを削除してしまわないよう十分ご注意くださ

い。 

8 「メニューID」に「kyuka」、「表示名」に「休暇届」を入力して、［登録］ボタンをクリックします。 

メニューの登録処理が実行され、「登録が完了しました。」が画面上に表示されます。［次へ］ボタンを

クリックすると、「休暇届」の［メニュー更新］画面が表示されます。 

 

＜［新規フォルダ登録］画面＞ 
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9 メニューの表示権限を設定します。ここでは、「ゲストロール」を権限リストに登録します。 

「権限リスト」で［ロール］タブが選択されている状態で、［追加］ボタンをクリックします。 

［ロール検索］画面が表示されます。 

 

＜［メニュー更新］画面＞ 

 IM-VisualDesignerの［メニュー設定］画面からフォルダや画面などのメニューを登録した場合、初期状態では表示権

限が一切設定されていないため、そのままでは実際のメニューに表示されません。必ずメニューの表示権限を設定

するようにしてください。 

10 「ゲストロール」をチェックして、［決定］ボタンをクリックします。 

［メニュー更新］画面に戻ります。「権限リスト」の一覧に「ゲストロール」が表示されます。 

 

＜［ロール検索］画面＞ 
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11 ［更新］ボタンをクリックします。 

確認メッセージが表示されますので、［OK］ボタンをクリックします。 

メニューの更新処理が実行され、完了メッセージが表示されます。 

 

＜［メニュー更新］画面＞ 

12 右上の［×］アイコンをクリックします。 

［メニュー設定］画面に戻ります。 

 

＜［メニュー更新］画面＞ 
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13 「HOME」の［＋］リンクをクリックすると、配下に「休暇届」が表示されます。「休暇届」をクリックして、表示された

サブメニューから「新規ページ（一覧画面）」リンクをクリックします。 

［新規ページ（一覧画面）登録］画面が表示されます。 

 

＜［メニュー設定］画面＞ 

14 「メニューID」に「kyuka-list」、「表示名」に「登録済一覧」を入力して、［登録］ボタンをクリックします。 

メニューの登録処理が実行され、「登録が完了しました。」が画面上に表示されます。［次へ］ボタンを

クリックすると、「登録済一覧」の［メニュー更新］画面が表示されます。 

 

＜［新規ページ（一覧画面）登録］画面＞ 
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15 「休暇届」フォルダと同様に、メニューの表示権限を設定して、［更新］ボタンをクリックします。 

確認メッセージが表示されますので、［OK］ボタンをクリックします。 

メニューの更新処理が実行され、完了メッセージが表示されます。 

 

＜［メニュー更新］画面＞ 

 画面を表示するためのメニュー登録は、グループ管理者画面の［メニュー設定］からでも行うことができますが、

IM-VisualDesignerの［メニュー設定］画面から登録画面を設定することで、画面を表示する際に必要な「URL」や「引

数」の指定を自動的に行います。グループ管理者画面からメニューを登録する場合は、それらの設定を手動で入力

する必要があります。 

 一覧画面の表示権限がない場合でも、フォームに「一覧に戻る」イベントを設定した部品が配置されている場合、フ

ォームを利用したデータ登録画面から一覧画面を表示できますのでご注意ください。 

16 右上の［×］アイコンをクリックします。 

［メニュー設定］画面に戻ります。 

以上で一覧画面用のメニュー設定は終了です。 

 

＜［メニュー更新］画面＞ 

 登録したメニューをすぐに反映させるためには、intra-mart画面の上にある［HOME］リンクをクリックしてください。画

面がログイン直後の状態にリセットされ、登録したメニューが表示されるようになります。 

 登録したメニューが表示されない場合は、メニューの表示権限設定を確認してください。表示権限が設定されている

場合は、ログイン中のユーザがその権限リストに登録されているロール、組織などに所属しているか確認してくださ

い。 
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3.2.1.3 登録画面を表示するための設定を行う 

このドキュメントで登録したフォームを利用したデータ登録画面をメニューから直接表示できるようにす

る場合は、続けて追加のメニュー設定を行います。 

登録画面表示用のメニュー設定を行うと、メニューからすぐに登録画面の表示ができるようになり、登録

したフォームを使用してデータの登録がすばやくできるようになります。 

 

「休暇届」を設定したドキュメントに対してメニューの設定を行うためには、以下の手順に従って操作を行

います。 

1 「休暇届」の［ドキュメント情報］画面を開き、［メニュー設定］タブをクリックします。 

［メニュー設定］画面が表示されます。 

 

＜［ドキュメント情報］画面＞ 
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2 「HOME」の［＋］リンクをクリックすると、配下に「休暇届」が表示されます。「休暇届」をクリックして、表示された

サブメニューから「新規ページ（登録画面）」リンクをクリックします。 

［新規ページ（登録画面）登録］画面が表示されます。 

 

＜［メニュー設定］画面＞ 

 「休暇届」が表示されていない場合は、最初に一覧画面を表示するための設定を行ってください。設定を行う手順

は、「3.2.1.2 一覧画面を表示するための設定を行う」を参照してください。 

3 「メニューID」に「kyuka-create」、「表示名」に「データ登録」を入力して、［登録］ボタンをクリックします。 

メニューの登録処理が実行され、「登録が完了しました。」が画面上に表示されます。［次へ］ボタンを

クリックすると、「データ登録」の［メニュー更新］画面が表示されます。 

 

＜［新規ページ（登録画面）登録］画面＞ 
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4 「登録済一覧」と同様に、メニューの表示権限を設定して、［更新］ボタンをクリックします。 

確認メッセージが表示されますので、［OK］ボタンをクリックします。 

メニューの更新処理が実行され、完了メッセージが表示されます。 

 

＜［メニュー更新］画面＞ 

 画面を表示するためのメニュー登録は、グループ管理者画面の［メニュー設定］からでも行うことができますが、

IM-VisualDesignerの［メニュー設定］画面から登録画面を設定することで、画面を表示する際に必要な「URL」や「引

数」の指定を自動的に行います。グループ管理者画面からメニューを登録する場合は、それらの設定を手動で入力

する必要があります。 

5 右上の［×］アイコンをクリックします。 

［メニュー設定］画面に戻ります。 

以上で一覧画面用のメニュー設定は終了です。 

 

＜［メニュー更新］画面＞ 

 登録したメニューをすぐに反映させるためには、intra-mart画面の上にある［HOME］リンクをクリックしてください。画

面がログイン直後の状態にリセットされ、登録したメニューが表示されるようになります。 

 登録したメニューが表示されない場合は、メニューの表示権限設定を確認してください。表示権限が設定されている

場合は、ログイン中のユーザがその権限リストに登録されているロール、組織などに所属しているか確認してくださ

い。 
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3.2.1.4 開始画面・中間画面を追加する 

ドキュメントを登録した直後は登録画面、参照画面を表示するための「登録画面」が登録されています。

IM-VisualDesignerでは、他に「登録開始画面」「更新開始画面」「参照画面」「中間画面」を追加で登

録することができます。 

登録画面 ドキュメント登録後に初期 状態で登録されている画 面です。

IM-VisualDesignerからのデータの登録画面として表示される画

面です。 

登録開始画面 IM-VisualDesignerからのデータ登録、および、ワークフローの申

請画面などで使用する画面として、最初に表示される画面です。

登録画面や任意の画面へ遷移することができます。 

更新開始画面 IM-VisualDesignerからのデータ更新、および、ワークフローの再

申請画面などで使用する画面として、最初に表示される画面で

す。登録画面や任意の画面へ遷移することができます。 

参照画面 IM-VisualDesignerからのデータ参照、および、ワークフローの承

認画面、参照画面などで使用する画面として表示される画面で

す。画面遷移はできません。 

中間画面 登録・更新開始画面と登録画面との間に表示する画面です。 

「休暇届」のフォームを「登録開始画面」として追加するためには、以下の手順に従って操作を行います。 

1 「休暇届」の［ドキュメント情報］画面を開き、［バージョン］タブをクリックします。 

［バージョン一覧］画面が表示されます。 

 

＜［ドキュメント情報］画面＞ 
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2 画面を登録するバージョンの行にある［編集］アイコンをクリックします。 

［バージョン情報］画面が表示されます。 

 

＜［バージョン一覧］画面＞ 

3 ［使用フォーム一覧］タブをクリックします。 

［使用フォーム一覧］画面が表示されます。 

 

＜［バージョン情報］画面＞ 
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4 ［登録］リンクをクリックします。 

［フォーム追加］画面が表示されます。 

 

＜［使用フォーム一覧］画面＞ 

5 「フォーム使用用途」から「登録開始画面」を選択、「フォームID」から「kyuka」を選択、「フォーム履歴番号」から

「2」を選択して、［登録］リンクをクリックします。 

フォームの登録処理が実行され、［使用フォーム一覧］画面に戻ります。他のフォームを登録する場合は、

同じように操作を行ってください。 

以上でフォームの登録は終了です。 

 

＜［フォーム追加］画面＞ 
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「フォーム使用用途」は以下の項目から選択することができます。 

登録開始画面 IM-VisualDesignerからのデータ登録、および、ワークフローの申

請画面などで使用する画面として、最初に表示される画面です。

登録画面や任意の画面へ遷移することができます。 

更新開始画面 IM-VisualDesignerからのデータ更新、および、ワークフローの再

申請画面などで使用する画面として、最初に表示される画面で

す。登録画面や任意の画面へ遷移することができます。 

参照画面 IM-VisualDesignerからのデータ参照、および、ワークフローの承

認画面、参照画面などで使用する画面として表示される画面で

す。画面遷移はできません。 

中間画面 登録・更新開始画面と登録画面との間に表示する画面です。 
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サーバモジュール 操作ガイド    77 

 

3.2.2 ドキュメントのバージョンを登録する 
１つのドキュメントには複数のバージョンを登録することができます。バージョンを利用すると、ある日

を境に異なる画面に切り替える設定を行うことができますので、締日以降に新しい申請書の様式に自動的

に切り替えることができるようになります。 

 

「休暇届」を設定したドキュメントに新しいバージョンを追加するためには、以下の手順に従って操作を行

います。 

1 ブラウザで一般ユーザのログイン画面を開き、ログインします。 

ユーザのメイン画面が表示されます。 

 

＜一般ユーザログイン画面＞ 
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2 メニューから［IM-VisualDesigner］－［マスタメンテナンス］－［ドキュメント一覧］をクリックします。 

［ドキュメント一覧］画面が表示されます。 

 

＜［ドキュメント一覧］画面＞ 

3 一覧から「休暇届」の行にある［編集］アイコンをクリックします。 

［ドキュメント情報］画面が表示されます。 

 

＜［ドキュメント一覧］画面＞ 
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4 ［バージョン］タブをクリックします。 

［バージョン一覧］画面が表示されます。 

 

＜［ドキュメント情報］画面＞ 

5 ［登録］リンクをクリックします。 

［バージョン追加］画面が表示されます。 

 

＜［バージョン一覧］画面＞ 
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6 「有効日付（開始）」に「2010/08/01」、「有効日付（終了）」に「2999/12/31」を入力して、［登録］ボタンをクリック

します。 

バージョンの登録処理が実行され、［バージョン情報］画面が表示されます。画面上にバージョンの内容

が表示され、フォームのバージョンが１つ登録されます。 

 

＜［バージョン追加］画面＞ 

 「有効日付（終了）」は任意項目です。入力を省略した場合は「2999/12/31」になります。 

7 ［使用フォーム一覧］タブをクリックします。 

［使用フォーム一覧］画面が表示されます。 

 

＜［バージョン情報］画面＞ 
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8 フォームの「フォーム履歴番号」が想定の番号で登録されていない場合は、「フォーム履歴番号」の変更を行い

ます。該当フォームの［編集］アイコンをクリックします。 

［使用フォーム情報］画面が表示されます。 

 

＜［使用フォーム一覧］画面＞ 

9 「フォーム履歴番号」を正しい番号に変更して、［更新］ボタンをクリックします。 

バージョンの更新処理が実行され、［使用フォーム一覧］画面に戻ります。 

 

＜［使用フォーム情報］画面＞ 
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10 ［戻る］リンクをクリックします。 

［バージョン一覧］画面に戻ります。一覧に登録したバージョンの情報が表示されます。 

以上でドキュメントのバージョン登録は終了です。 

 

＜［使用フォーム一覧］画面＞ 
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3.2.3 ドキュメントを使用してデータを登録する 
一覧画面設定を行うと、メニューに一覧画面を表示するためのリンクが表示されます。一覧画面を使用す

ると、登録したフォームを利用してデータの登録を行ったり、登録したデータの参照、編集を行ったりす

ることができるようになります。 

 

ここでは、一覧画面からデータを登録、編集、参照するための方法を説明します。 

3.2.3.1 一覧画面から登録する 

一覧画面を利用して登録したフォームを利用してデータを登録するためには、以下の手順に従って操作を

行います。 

1 ブラウザで一般ユーザのログイン画面を開き、ログインします。 

ユーザのメイン画面が表示されます。 

 

＜一般ユーザログイン画面＞ 
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2 メニューから［休暇届］－［登録済一覧］をクリックします。 

［休暇届］画面が表示されます。一覧表の項目には、ドキュメント設定で設定した項目が表示されます。 

 

＜［休暇届］画面＞ 

 メニューが表示されない場合は、「休暇届」メニューが登録されているかどうか、および、メニューの表示権限設定を

確認してください。表示権限が設定されている場合は、ログイン中のユーザがその権限リストに登録されているロー

ル、組織などに所属しているか確認してください。 

3 ［登録］リンクをクリックします。 

［休暇届］の登録画面が表示されます。 

 

＜［休暇届］画面＞ 
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4 各項目を入力して、［送信］ボタンをクリックします。 

データの登録処理が実行され、「登録しました。」が画面上に表示されます。［次へ］ボタンをクリック

すると、［休暇届］の参照画面が表示されます。画面上に登録した内容が表示されます。 

 

＜［休暇届］の登録画面＞ 

5 ［戻る］ボタンをクリックします。 

［休暇届］画面に戻ります。一覧上に登録した内容が表示されます。 

以上で一覧画面からのデータ登録は終了です。 

 

＜［休暇届］の参照画面＞ 
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3.2.3.2 一覧画面から更新する 

一覧画面を利用して登録したフォームを利用してデータを更新するためには、以下の手順に従って操作を

行います。 

1 メニューから［休暇届］－［登録済一覧］をクリックします。 

［休暇届］画面が表示されます。一覧表の項目には、ドキュメント設定で設定した項目が表示されます。 

 

＜［休暇届］画面＞ 

 メニューが表示されない場合は、「休暇届」メニューが登録されているかどうか、および、メニューの表示権限設定を

確認してください。表示権限が設定されている場合は、ログイン中のユーザがその権限リストに登録されているロー

ル、組織などに所属しているか確認してください。 

 一覧表には自分が登録したデータと、参照権限のある他人のデータが表示されます。 
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2 一覧から「フォーム履歴番号」が「１」の行にある［編集］アイコンをクリックします。 

［休暇届］の登録画面が表示されます。 

 

＜［休暇届］画面＞ 

 一覧表示項目に［編集］項目を設定していない場合は、［編集］アイコンが非表示になり、データの更新ができませ

ん。また、他人のデータの場合は設定されている権限によって、同様に［編集］アイコンが非表示になることがありま

す。 

3 各項目を修正して、［送信］ボタンをクリックします。 

データの更新処理が実行され、「登録しました。」が画面上に表示されます。［次へ］ボタンをクリック

すると、［休暇届］の参照画面が表示されます。画面上に登録した内容が表示されます。 

 

＜［休暇届］の登録画面＞ 
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4 ［戻る］ボタンをクリックします。 

［休暇届］画面に戻ります。一覧上に登録した内容が表示されます。 

以上で一覧画面からのデータ更新は終了です。 

 

＜［休暇届］の参照画面＞ 
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3.2.3.3 一覧画面から参照する 

一覧画面を利用して登録したフォームを利用してデータを参照するためには、以下の手順に従って操作を

行います。 

1 メニューから［休暇届］－［登録済一覧］をクリックします。 

［休暇届］画面が表示されます。一覧表の項目には、ドキュメント設定で設定した項目が表示されます。 

 

＜［休暇届］画面＞ 

 メニューが表示されない場合は、「休暇届」メニューが登録されているかどうか、および、メニューの表示権限設定を

確認してください。表示権限が設定されている場合は、ログイン中のユーザがその権限リストに登録されているロー

ル、組織などに所属しているか確認してください。 

 一覧表には自分が登録したデータと、参照権限のある他人のデータが表示されます。 
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2 ［詳細］アイコンをクリックします。 

［休暇届］の参照画面が表示されます。登録されているデータの内容が表示されます。 

 

＜［休暇届］画面＞ 

 一覧表示項目に［詳細］項目を設定していない場合は、［詳細］アイコンが非表示になり、データの参照ができませ

ん。 

3 内容を確認して、［戻る］ボタンをクリックします。 

［休暇届］画面に戻ります。 

以上で一覧画面からのデータ参照は終了です。 

 

＜［休暇届］の参照画面＞ 
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3.2.3.4 一覧画面から削除する 

一覧画面を利用して登録したフォームを利用してデータを削除するためには、以下の手順に従って操作を

行います。 

1 メニューから［休暇届］－［登録済一覧］をクリックします。 

［休暇届］画面が表示されます。一覧表の項目には、ドキュメント設定で設定した項目が表示されます。 

 

＜［休暇届］画面＞ 

 メニューが表示されない場合は、「休暇届」メニューが登録されているかどうか、および、メニューの表示権限設定を

確認してください。表示権限が設定されている場合は、ログイン中のユーザがその権限リストに登録されているロー

ル、組織などに所属しているか確認してください。 

 一覧表には自分が登録したデータと、参照権限のある他人のデータが表示されます。 
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2 ［削除］アイコンをクリックします。 

確認メッセージが表示されますので、［OK］ボタンをクリックします。 

データの削除処理が実行され、［休暇届］画面に戻ります。 

以上で一覧画面からのデータ削除は終了です。 

 

＜［休暇届］画面＞ 

 一覧表示項目に［削除］項目を設定していない場合は、［削除］アイコンが非表示になり、データの削除ができませ

ん。また、他人のデータの場合は設定されている権限によって、同様に［削除］アイコンが非表示になることがありま

す。 
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3.2.3.5 登録画面を使う 

メニューから直接、登録したフォームを利用してデータを登録するためには、以下の手順に従って操作を

行います。 

1 メニューから［休暇届］－［データ登録］をクリックします。 

［休暇届］の登録画面が表示されます。 

 

＜［休暇届］画面＞ 

 登録画面が表示されない場合は、フォームとドキュメントが正常に登録されているか、現在の日付がドキュメントの

バージョン期間の範囲内にあるかどうかを確認してください。 
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2 各項目を入力して、［送信］ボタンをクリックします。 

データの登録処理が実行され、「登録しました。」が画面上に表示されます。［次へ］ボタンをクリック

すると、［休暇届］の参照画面が表示されます。画面上に登録した内容が表示されます。 

 

＜［休暇届］の登録画面＞ 

3 ［戻る］ボタンをクリックします。 

［休暇届］画面が表示されます。一覧上に登録した内容が表示されます。 

以上でメニューからのデータ登録は終了です。 

 

＜［休暇届］の参照画面＞ 
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3.3 ドキュメントの更新 
IM-VisualDesigner Clientで作成したintra-mart上に、フォーマットを変更した新しいフォームをデプロ

イした場合、データベースの登録内容などを変更する必要があります。 

 

ここでは、intra-mart上に登録したドキュメントを更新する方法ついて説明します。 

 

3.3.1 ドキュメントを更新する 
ここでは、IM-VisualDesigner Clientに付属するテンプレート「休暇届」が登録されたフォームを登録し

たドキュメントを更新する方法について説明します。 

3.3.1.1 基本設定を行う 

「休暇届」を設定したドキュメントに対して登録内容を更新するためには、以下の手順に従って操作を行い

ます。 

1 ブラウザで一般ユーザのログイン画面を開き、ログインします。 

ユーザのメイン画面が表示されます。 

 

＜一般ユーザログイン画面＞ 
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2 メニューから［IM-VisualDesigner］－［マスタメンテナンス］－［ドキュメント一覧］をクリックします。 

［ドキュメント一覧］画面が表示されます。 

 

＜［ドキュメント一覧］画面＞ 

3 一覧から「休暇届」の行にある［編集］アイコンをクリックします。 

［ドキュメント情報］画面が表示されます。 

 

＜［ドキュメント一覧］画面＞ 
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4 「ドキュメント情報」の内容を変更して、［更新］ボタンをクリックします。 

ドキュメントの更新処理が実行され、［ドキュメント情報］画面に戻ります。画面上に登録した内容が表

示されます。 

 

＜［ドキュメント情報］画面＞ 
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3.3.1.2 開始画面・中間画面を更新する 

「登録開始画面」として登録した「休暇届」のフォームのバージョンを変更するためには、以下の手順に従

って操作を行います。 

1 ［ドキュメント情報］画面の［バージョン］タブをクリックします。 

［バージョン一覧］画面が表示されます。 

 

＜［ドキュメント情報］画面＞ 

2 画面を更新するバージョンの行にある［編集］アイコンをクリックします。 

［バージョン情報］画面が表示されます。 

 

＜［バージョン一覧］画面＞ 
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3 ［使用フォーム一覧］タブをクリックします。 

［使用フォーム一覧］画面が表示されます。 

 

＜［バージョン情報］画面＞ 

4 編集する画面の行にある［編集］アイコンをクリックします。 

［フォーム追加］画面が表示されます。 

 

＜［使用フォーム一覧］画面＞ 
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5 「フォームID」から「kyuka」を選択、「フォーム履歴番号」から「2」を選択して、［更新］ボタンをクリックします。 

フォームの更新処理が実行され、［使用フォーム一覧］画面に戻ります。他のフォームを更新する場合は、

同じように操作を行ってください。 

 

＜［使用フォーム情報］画面＞ 

フォーム情報を削除する場合は、［削除］ボタンをクリックします。 

フォームの削除処理が実行され、［使用フォーム一覧］画面に戻ります。他のフォームを削除する場合は、

同じように操作を行ってください。 

以上でフォームの更新、削除は終了です。 

 「フォーム使用用途」が「登録画面」に設定されているフォームの「フォームID」は変更できません。 
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3.3.1.3 テーブル設定を行う 

フォームに新しい項目を追加した場合は、続けてドキュメントの更新時にテーブル設定の更新も必要です。 

「休暇届」を設定したドキュメントのテーブル設定を更新するためには、以下の手順で操作を行います。 

1 ［ドキュメント情報］画面の［テーブル設定］タブをクリックします。 

ドキュメントの更新処理が実行され、［ドキュメント情報］画面に戻ります。画面上に登録した内容が表

示されます。 

 

＜［ドキュメント情報］画面＞ 
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2 ［更新］リンクをクリックします。 

［テーブル更新］画面が表示されます。一覧上にデータ登録が必要な追加項目が表示されます。 

 

＜［テーブル設定］画面＞ 

3 ［更新］リンクをクリックします。 

テーブルの更新処理が実行され、［テーブル設定］画面に戻ります。 

 

＜［テーブル更新］画面＞ 

 画面上に「このテーブルに追加する項目はありません。」が表示されている場合は、入力項目に変更がなかったた

め、データベースの更新は不要です。そのまま［戻る］リンクをクリックしてください。［テーブル設定］画面に戻りま

す。 



3.3 ドキュメントの更新 

サーバモジュール 操作ガイド    103 

 

3.3.2 ドキュメントのバージョンを更新する 
「休暇届」を設定したドキュメントに登録したバージョンの登録内容を更新するためには、以下の手順に従

って操作を行います。 

1 ブラウザで一般ユーザのログイン画面を開き、ログインします。 

ユーザのメイン画面が表示されます。 

 

＜一般ユーザログイン画面＞ 

2 メニューから［IM-VisualDesigner］－［マスタメンテナンス］－［ドキュメント一覧］をクリックします。 

［ドキュメント一覧］画面が表示されます。 

 

＜［ドキュメント一覧］画面＞ 
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3 一覧から「休暇届」の行にある［編集］アイコンをクリックします。 

［ドキュメント情報］画面が表示されます。 

 

＜［ドキュメント一覧］画面＞ 

4 ［バージョン］タブをクリックします。 

［バージョン一覧］画面が表示されます。 

 

＜［ドキュメント情報］画面＞ 
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5 一覧から更新するバージョンの行にある［編集］アイコンをクリックします。 

［ドキュメント情報］画面が表示されます。 

 

＜［バージョン一覧］画面＞ 

6 「バージョン情報」の内容を変更して、［更新］ボタンをクリックします。 

バージョンの更新処理が実行され、［バージョン情報］画面に戻ります。画面上に登録した内容が表示さ

れます。 

 

＜［バージョン情報］画面＞ 



第 3 章 ドキュメントの設定 

106    IM-VisualDesigner 

3.4 ドキュメントの削除 
intra-mart上に登録したドキュメントが不要になった場合は、ドキュメントを削除します。 

ここでは、intra-mart上に登録したドキュメントを削除する方法ついて説明します。 

 ドキュメントの削除を行っても、以下の情報は削除されません。 

■ドキュメントを使用しているワークフロー連携情報 

 ⇒ワークフロー連携情報が削除されないため、そのままではintra-mart標準のワークフローやIM-Workflowで 

  起票や申請が可能な申請書一覧に表示される状態のままとなります。ただし、登録画面は表示されないため 

  起票、申請処理は続行できませんが、ドキュメントを削除する場合はワークフローとの連携を解除してください。 

 ・ intra-mart標準のワークフローとの連携を解除する場合は「4.2.6 連携を解除する」を参照してください。 

 ・ IM-Workflowとの連携を解除する場合は「4.3.7 連携を解除する」を参照してください。 

 

3.4.1 ドキュメントを削除する 
ここでは、IM-VisualDesigner Clientに付属するテンプレート「休暇届」が登録されたフォームを登録し

たドキュメントを削除する方法について説明します。 

 

「休暇届」を設定したドキュメントを削除するためには、以下の手順に従って操作を行います。 

1 ブラウザで一般ユーザのログイン画面を開き、ログインします。 

ユーザのメイン画面が表示されます。 

 

＜一般ユーザログイン画面＞ 
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2 メニューから［IM-VisualDesigner］－［マスタメンテナンス］－［ドキュメント一覧］をクリックします。 

［ドキュメント一覧］画面が表示されます。 

 

＜［ドキュメント一覧］画面＞ 

3 一覧から「休暇届」の行にある［編集］アイコンをクリックします。 

［ドキュメント情報］画面が表示されます。 

 

＜［ドキュメント一覧］画面＞ 
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4 「ドキュメント情報」の内容を変更して、［削除］ボタンをクリックします。 

［確認］ダイアログが表示されます。 

 

＜［ドキュメント情報］画面＞ 

 ［バージョン一覧］タブをクリックして、バージョン一覧に複数のバージョンが表示されている場合は、ドキュメントを削

除することができません。この場合は、最初にバージョンを削除する必要があります。バージョンを削除する場合は

「3.4.2 ドキュメントのバージョンを削除する」を参照してください。 

5 ［OK］ボタンをクリックします。 

再度［確認］ダイアログが表示されます。 

 

＜［確認］ダイアログ＞ 

 ［キャンセル］ボタンをクリックした場合は、データベースからテーブルを削除しません。テーブルを削除しない場合

は登録するデータを保持しておくことはできますが、他のドキュメントで同じテーブル名を使用できません。また、後

で明示的にテーブルを削除するためには、データベースから直接削除する必要があります。 
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6 ［OK］ボタンをクリックします。 

ドキュメントの削除処理が実行され、［ドキュメント一覧］画面に戻ります。 

 

＜［確認］ダイアログ＞ 

 ［キャンセル］ボタンをクリックした場合は、ドキュメントの削除を中止します。 
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3.4.2 ドキュメントのバージョンを削除する 
「休暇届」を設定したドキュメントに登録したバージョンを削除するためには、以下の手順に従って操作を

行います。 

1 ブラウザで一般ユーザのログイン画面を開き、ログインします。 

ユーザのメイン画面が表示されます。 

 

＜一般ユーザログイン画面＞ 

2 メニューから［IM-VisualDesigner］－［マスタメンテナンス］－［ドキュメント一覧］をクリックします。 

［ドキュメント一覧］画面が表示されます。 

 

＜［ドキュメント一覧］画面＞ 
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3 一覧から「休暇届」の行にある［編集］アイコンをクリックします。 

［ドキュメント情報］画面が表示されます。 

 

＜［ドキュメント一覧］画面＞ 

4 ［バージョン］タブをクリックします。 

［バージョン一覧］画面が表示されます。 

 

＜［ドキュメント情報］画面＞ 
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5 一覧から更新するバージョンの行にある［編集］アイコンをクリックします。 

［ドキュメント情報］画面が表示されます。 

 

＜［バージョン一覧］画面＞ 

 バージョン一覧にバージョンが１つだけ表示されている場合は、バージョンを削除することができません。この場合

は、ドキュメント自体を削除してください。ドキュメントを削除する場合は「3.4.1 ドキュメントを削除する」を参照してく

ださい。 

6 ［削除］ボタンをクリックします。 

［確認］ダイアログが表示されます。 

 

＜［バージョン情報］画面＞ 
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7 ［OK］ボタンをクリックします。 

バージョンの削除処理が実行され、［バージョン一覧］画面に戻ります。 

 

＜［確認］ダイアログ＞ 

 ［キャンセル］ボタンをクリックした場合は、バージョンの削除を中止します。 
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intra-mart WebPlatform/AppFramework 
 

第4章 ワークフローとの連携 
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4.1 ワークフロー連携の概要 
IM-VisualDesignerで登録したフォームとドキュメントは、 intra-mart標準のワークフローや

IM-Workflowと連携することで、簡単にIM-VisualDesigner Clientで作成した登録画面、参照画面をワー

クフロー側で使用することができます。 

 

ワークフロー側では、ドキュメントに設定されているバージョンのうち使用するバージョンを起票、申請

時に指定する基準日によって決定します。そのため、ワークフローでは過去にさかのぼって申請したり、

逆に未来で使用されるドキュメントで申請を行なったりすることができます。 

 

 intra-mart標準のワークフロー 

intra-martをインストールした際に、最初からインストールされるワークフロー機能です。 

ワークフロー連携を行うと、画面設定が行われた「プロセス定義」が自動生成されます。起票できるプロ

セスにするためには、ルートと処理対象者の設定が追加で必要です。 

 IM-Workflow 

バージョン７．２より提供されている新しく設計されたオプションのワークフロー機能です。 

標準のワークフローに比べ、柔軟なルートの設定、運用管理ができ、より使いやすい画面設計となってお

ります。 

ワークフロー連携を行うと、画面設定とプログラム設定が行われた「コンテンツ定義」が自動生成されま

す。申請を行うためには、ルートと処理対象者が設定された「ルート定義」と、「コンテンツ定義」「ル

ート定義」をひとつにまとめた「フロー定義」の設定が追加で必要です。 

 

 

IM-VisualDesignerで作成したフォームは、上記２つのワークフロー機能において、どちらも起票、申請

時のデータ入力画面として使用することができます。 
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4.2 intra-martワークフロー 
ここでは、IM-VisualDesignerで作成したフォーム、ドキュメントを、intra-mart標準のワークフローと

連携して使用可能にするための方法について説明します。 

 

4.2.1 ワークフロー連携の概要 
intra-mart標準のワークフローで起票を行うためには、画面定義やルート、処理対象者が設定された「プ

ロセス定義」が必要です。 

 

IM-VisualDesignerのワークフロー連携機能を利用すると、「登録されたフォームを使用するように設定

された画面定義」が設定されている「プロセス定義」が作成されます。 

ここに足りない「ルート設定」「処理対象者設定」を追加設定することで、ワークフローで使用できるプ

ロセス定義が完成します。 

 

＜intra-mart標準のワークフローとの連携＞ 

ドキュメント設定 

ワークフロー連携 

フォーム 

intra-mart 標準のワークフロー 

連携 

起票 

ルート・処理対象者

設定 

プロセス定義 
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4.2.2 連携するための設定を行う 
ここでは、IM-VisualDesignerのワークフロー連携機能を使用して作成した「プロセス定義」に「ルート

設定」「処理対象者設定」を追加設定して、ワークフローで使用できるプロセス定義として完成させる方

法について説明します。 

4.2.2.1 カテゴリの設定を行う 

最初にIM-VisualDesigner専用のプロセス定義であることを示すカテゴリを作成します。 

IM-VisualDesignerのワークフロー連携機能で作成された「プロセス定義」にはいくつかの制限事項があ

るため、専用のカテゴリを作成しておき、そのカテゴリにプロセス定義を紐付けておくと管理が容易にな

りますので、専用のカテゴリを作成しておくことをお勧めします。 

 

すでに専用のカテゴリを作成している場合は、再作成する必要はありません。 

IM-VisualDesigner専用のカテゴリ「VisualDesigner」を作成するためには、以下の手順に従って操作を

行います。 

1 ブラウザで一般ユーザのログイン画面を開き、ログインします。 

ユーザのメイン画面が表示されます。 

 

＜一般ユーザログイン画面＞ 
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2 メニューから［ワークフロー］－［マスタメンテナンス］－［カテゴリ］をクリックします。 

［カテゴリマスタメンテナンス／カテゴリ一覧］画面が表示されます。 

 

＜［カテゴリマスタメンテナンス／カテゴリ一覧］画面＞ 

3 ［新規カテゴリ］リンクをクリックします。 

［カテゴリマスタメンテナンス／カテゴリ新規登録］画面が表示されます。 

 

＜［カテゴリマスタメンテナンス／カテゴリ一覧］画面＞ 
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4 「カテゴリ名称」に「VisualDesigner」を入力、「アクセス権限（プロセス処理用）」に「ゲストロール」を選択して、

［登録］リンクをクリックします。 

カテゴリの登録処理が実行され、［カテゴリマスタメンテナンス／カテゴリ編集］画面が表示されます。

画面上に登録した内容が表示されます。 

 

＜［カテゴリマスタメンテナンス／カテゴリ新規登録］画面＞ 

5 ［戻る］リンクをクリックします。 

［カテゴリマスタメンテナンス／カテゴリ一覧］画面に戻ります。一覧に「VisualDesigner」が表示され

ていることを確認します。 

以上でカテゴリの設定は終了です。 

 

＜［カテゴリマスタメンテナンス／カテゴリ編集］画面＞ 
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4.2.2.2 基本設定を行う 

ワークフローと連携するためには、ドキュメントをワークフロー側に登録する基本設定を行います。 

 

ドキュメント「休暇届」をintra-mart標準のワークフローに連携させるためには、以下の手順に従って操

作を行います。 

1 ブラウザで一般ユーザのログイン画面を開き、ログインします。 

ユーザのメイン画面が表示されます。 

 

＜一般ユーザログイン画面＞ 
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2 メニューから［IM-VisualDesigner］－［マスタメンテナンス］－［ワークフロー連携］をクリックします。 

［ワークフロー連携］画面が表示されます。 

 

＜［ワークフロー連携］画面＞ 

3 一覧から連携を行うドキュメント「休暇届」の行にある［編集］アイコンをクリックします。 

［連携情報］画面が表示されます。 

 

＜［ワークフロー連携］画面＞ 
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4 ［プロセス定義作成］タブをクリックします。 

［プロセス定義作成］画面が表示されます。 

 

＜［連携情報］画面＞ 

5 「設定区分」から「通常のプロセス定義」を選択、「カテゴリ」から「VisualDesigner」、「プロセス定義」に「休暇届」、

「開始日」に「2010/01/01」を入力して、［登録］リンクをクリックします。 

ドキュメントの連携処理が実行され、「登録しました。」が画面上に表示されます。［次へ］ボタンをク

リックすると、［連携情報］画面が表示されます。画面上に登録した内容が表示されます。 

以上でワークフロー連携の基本的な設定は終了です。 

 

＜［プロセス定義作成］画面＞ 
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「設定区分」は以下の項目から選択することができます。 

通常のプロセス定義 起票を行える通常のプロセス定義を作成します。 

サブプロセスとしてのプロセス定義 他のプロセス定義のサブプロセスとして使われるプロセス定義を

作成します。 

ルート作成ワークフローとしてのプ

ロセス定義 

他のプロセス定義のサブプロセス（ルート作成）として使われるプ

ロセス定義を作成します。 
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4.2.2.3 バージョンを追加する 

ワークフロー側でバージョンを登録することで、ドキュメントと同じようにある期間から異なるフローで

処理ができるようになります。 

 

ドキュメント「休暇届」の新しいバージョンを intra-mart標準のワークフローに連携させ、開始日

「2010/08/01」を設定するためには、以下の手順に従って操作を行います。 

1 ワークフロー連携情報「休暇届」の［連携情報］画面で、［バージョン追加］タブをクリックします。 

［バージョン追加］画面が表示されます。 

 

＜［連携情報］画面＞ 
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2 「カテゴリ」から「VisualDesigner」、「プロセス定義」から「休暇届」を選択、「開始日」に「2010/08/01」を入力して、

［登録］リンクをクリックします。 

バージョンの追加処理が実行され、「登録しました。」が画面上に表示されます。［次へ］ボタンをクリ

ックすると、［連携情報］画面が表示されます。画面上に登録した内容が表示されます。 

以上でバージョンの追加設定は終了です。 

 

＜［バージョン追加］画面＞ 
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4.2.2.4 フローを編集する 

基本設定を行った後は、処理の流れ（フロー）を設定します。初期状態では、あらかじめ定義されている

フローが登録されていますので、実際に運用するフローへ設定を更新する必要があります。 

 

ドキュメント「休暇届」の連携情報でフローを設定するためには、以下の手順に従って操作を行います。 

1 ワークフロー連携情報「休暇届」の［連携情報］画面で、フロー設定を行うバージョンの［フロー］アイコンをクリッ

クします。 

［フロー図］画面が表示されます。 

 

＜［連携情報］画面＞ 



4.2 intra-mart ワークフロー 

サーバモジュール 操作ガイド    127 

 

2 ［編集］リンクをクリックします。  

ワークフローデザイナが起動して、フロー編集画面が表示されます。 

 

＜［フロー図］画面＞ 

 IM-VisualDesignerと連携を行っているプロセスのフローを編集する場合は、ワークフローの画面からでも操作を行う

ことができます。 

 ワークフローデザイナでの操作方法は「ワークフロー 操作ガイド」を参照してください。 

 ワークフローデザイナでフローを更新後、［フロー図］画面のフロー図は新しいものに更新されませんが、フローの

設定自体は更新されています。そのまま［×］アイコンをクリックして［フロー図］画面を閉じてください。 
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4.2.3 画面を利用して申請する 
ワークフロー連携機能で連携を行ったドキュメント「休暇届」を実際に利用して申請を行うためには、以

下の手順に従って操作を行います。 

1 ブラウザで一般ユーザのログイン画面を開き、ログインします。 

ユーザのメイン画面が表示されます。 

 

＜一般ユーザログイン画面＞ 

2 メニューから［ワークフロー］－［起票］をクリックします。 

［起票］画面が表示されます。 

 

＜［起票］画面＞ 
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3 一覧から「休暇届」の行にある［起票］アイコンをクリックします。 

［休暇届］の登録画面が表示されます。 

 

＜［起票］画面＞ 

4 各項目を入力して、［送信］ボタンをクリックします。 

［申請］画面が表示されます。 

 

＜［休暇届］の登録画面＞ 
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5 「案件名」を入力して、［申請］ボタンをクリックします。 

申請処理が実行され、案件が作成されます。申請処理後は［起票］画面に戻ります。 

 

＜［申請］画面＞ 

 これ以降のワークフローでの操作方法は「ワークフロー 操作ガイド」を参照してください。 



4.2 intra-mart ワークフロー 

サーバモジュール 操作ガイド    131 

 

4.2.4 申請時の登録内容を確認する 
ワークフロー連携機能で連携を行ったドキュメント「休暇届」を利用して申請した内容を確認するために

は、以下の手順に従って操作を行います。 

1 ブラウザで一般ユーザのログイン画面を開き、ログインします。 

ユーザのメイン画面が表示されます。 

 

＜一般ユーザログイン画面＞ 

2 メニューから［ワークフロー］－［起票済］をクリックします。 

［起票済案件一覧］画面が表示されます。 

 

＜［起票済案件一覧］画面＞ 
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3 一覧から確認する案件の行にある［詳細］アイコンをクリックします。 

［詳細］ダイアログが表示されます。 

 

＜［起票済案件一覧］画面＞ 

4 案件申請時に登録した内容が表示されます。 

［閉じる］リンクをクリックすると、ダイアログが閉じます。 

 

＜［詳細］ダイアログ＞ 
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4.2.5 申請書を再利用する 
IM-VisualDesignerのフォームを利用して起票した申請書のデータを再利用することで、効率良く新しい

申請書を作成して起票することができます。 

 

ワークフロー連携機能で連携を行ったドキュメント「休暇届」を利用して申請した内容を元に、新しい申

請を行うためには、以下の手順に従って操作を行います。 

1 ブラウザで一般ユーザのログイン画面を開き、ログインします。 

ユーザのメイン画面が表示されます。 

 

＜一般ユーザログイン画面＞ 
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2 メニューから［IM-VisualDesigner］－［申請書再利用（ワークフロー）］をクリックします。 

［再利用］画面が表示されます。 

 

＜［再利用］画面＞ 

 一覧には、IM-VisualDesignerと連携しているプロセスを使用して申請した案件のみが表示されます。ワークフロー

から標準の機能で申請を行った案件は表示されません。 

3 一覧から再利用する案件の行にある［起票］アイコンをクリックします。 

［休暇届］の登録画面が表示されます。画面上に元となる案件の情報が表示されます。 

 

＜［再利用］画面＞ 
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4 元となる案件の情報から必要な項目内容を変更して、［送信］ボタンをクリックします。 

［申請］画面が表示されます。 

 

＜［休暇届］の登録画面＞ 

5 「案件名」を入力して、［申請］ボタンをクリックします。 

申請処理が実行され、プロセスが作成されます。申請処理後は［再利用］画面に戻ります。 

 

＜［申請］画面＞ 
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4.2.6 連携を解除する 
ワークフロー連携機能で連携を行ったドキュメント「休暇届」の連携を解除して、ワークフローで使用不

可にするためには、以下の手順に従って操作を行います。 

 この操作は元となるドキュメントを削除してしまった後でも行うことができます。 

 連携を解除した場合でも、ワークフロー側にプロセス定義が残ります。完全に削除するためには、ワークフロー側の

プロセス定義を削除する必要があります。プロセス定義を削除しない場合、［起票］画面に連携したプロセスが表示

されたままとなります。 

プロセス定義を削除するためには、そのプロセス定義を使用している実行中の案件をすべて削除する必要がある

など、いくつかの制限があります。詳しくは「ワークフロー 操作ガイド」を参照してください。 

1 ブラウザで一般ユーザのログイン画面を開き、ログインします。 

ユーザのメイン画面が表示されます。 

 

＜一般ユーザログイン画面＞ 
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2 メニューから［IM-VisualDesigner］－［マスタメンテナンス］－［ワークフロー連携］をクリックします。 

［ワークフロー連携］画面が表示されます。 

 

＜［ワークフロー連携］画面＞ 

3 一覧から「休暇届」の行にある［編集］アイコンをクリックします。 

［連携情報］画面が表示されます。 

 

＜［ワークフロー連携］画面＞ 
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4 一覧から削除するバージョンの行にある［削除］アイコンをクリックします。 

［確認］ダイアログが表示されます。 

 

＜［連携情報］画面＞ 

5 ［OK］ボタンをクリックします。 

バージョンの削除処理が実行され、［連携情報］画面に戻ります。 

連携を完全に解除するためには、すべてのバージョンを削除します。 

以上でワークフロー連携の解除は終了です。 

 

＜［確認］ダイアログ＞ 
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4.3 IM-Workflow 
ここでは、IM-VisualDesignerで作成したフォーム、ドキュメントを、IM-Workflowと連携して使用可能

にするための方法について説明します。 

 

4.3.1 IM-Workflow連携の概要 
IM-Workflowで申請を行うためには、処理の流れと処理対象者の設定を行った「ルート定義」、および、

コンテンツ定義とルート定義を紐付けて各ノードの詳細設定を行った「フロー定義」が必要です。 

 

IM-VisualDesignerのIM-Workflow連携機能を利用すると、「登録されたフォームを使用するように設定

された画面定義とユーザプログラム定義」が設定されている「コンテンツ定義」が作成されます。 

ここに足りない「メール定義」「ルール定義」を追加設定して、「ルート定義」と「フロー定義」を新規

登録することで、IM-Workflowで使用できるフロー定義が完成します。 

 

＜IM-Workflowとの連携＞ 

ドキュメント設定 

ワークフロー連携 

フォーム 

IM-Workflow 

連携 
コンテンツ定義 

ルート定義 

フロー定義 

申請 
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4.3.2 連携するための設定を行う 
ここでは、IM-VisualDesignerのワークフロー連携機能を使用して作成した「コンテンツ定義」の確認と、

「ルート定義」「フロー定義」を追加設定して、IM-Workflowで使用できるフロー定義として完成させる

方法について説明します。 

4.3.2.1 基本設定を行う 

IM-Workflowと連携するためには、ドキュメントをIM-Workflow側に登録する基本設定を行います。 

ドキュメント「休暇届」をIM-Workflowに連携させるためには、以下の手順に従って操作を行います。 

1 ブラウザで一般ユーザのログイン画面を開き、ログインします。 

ユーザのメイン画面が表示されます。 

 

＜一般ユーザログイン画面＞ 



4.3 IM-Workflow 

サーバモジュール 操作ガイド    141 

 

2 メニューから［IM-VisualDesigner］－［マスタメンテナンス］－［IM-Workflow連携］をクリックします。 

［連携情報］画面が表示されます。 

 

＜［連携情報］画面＞ 

3 ［登録］リンクをクリックします。 

［コンテンツ作成］画面が表示されます。 

 

＜［連携情報］画面＞ 
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4 「コンテンツID」に「kyuka」、「コンテンツ名」に「休暇届」を入力、「ドキュメント名」に「休暇届」を指定、「開始日」

に「2010/01/01」を入力して、［登録］ボタンをクリックします。 

ドキュメントの連携処理が実行され、［コンテンツ連携情報］画面が表示されます。画面上に登録した内

容が表示されます。 

 

 

＜［コンテンツ作成］画面＞ 

 このケースでは必要ありませんが、テンプレートの「休暇届(印影サンプル)」等、レイヤーの表示データとして印影を

設定しているドキュメントをIM-Workflowと連携させる場合は、「印影を利用するための設定を追加する」にチェックを

入れてください。 

5 表示内容を確認します。 
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＜［コンテンツ連携情報］画面＞ 

 

6 メニューから［ワークフロー］（IM-Workflow）－［ワークフローシステム管理者］－［マスタ定義］－［コンテンツ定

義］をクリックします。 

登録した「休暇届」が一覧に表示されていることを確認します。 

以上でIM-Workflow連携の基本的な設定は終了です。 

 

＜［コンテンツ定義］画面＞ 

 IM-Workflowをインストールした直後では、メニューに「ワークフロー」が複数表示されますのでご注意ください。 

 上記のメニューが表示されない場合は、IM-Workflowのメニュー設定の表示権限を確認してください。 

 IM-Workflowの操作については「IM-Workflow 管理者 操作ガイド」を参照してください。 
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 IM-Workflow連携機能で作成されたコンテンツ定義をIM-Workflow側で直接変更しないでください。IM-Workflowの画

面から操作を行うと、IM-VisualDesignerでの連携設定が上書きされてしまうことがあります。ただし、以下の設定は

変更することができます。 

■ 「メール定義」「ルール定義」の追加、更新、削除 

詳しくは「1.1.6 IM-Workflow連携の設定手順」を参照してください。 
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4.3.2.2 ルート設定を行う 

続けて「ルート定義」の設定を行います。 

「ルート定義」では、処理の流れと各処理（ノード）の処理対象者の設定などを行います。連携するドキュ

メントをまわす処理の順序をここで設定します。 

 「ルート定義」の設定方法については「IM-Workflow 管理者 操作ガイド」を参照してください。 

 

4.3.2.3 フロー設定を行う 

続けて「フロー定義」の設定を行います。 

「フロー定義」では、IM-Workflow連携によって作成された「コンテンツ定義」と、「4.3.2.2 ルート設

定を行う」で作成した「ルート定義」をひとつに紐付け、各処理（ノード）で行う処理の内容を設定しま

す。IM-Workflowでは、この「フロー定義」を基準にして申請を行うことができます。 

 

IM-Workflow連携によって作成されたコンテンツ定義「休暇届」と、ルート定義「直線ルート」（サンプ

ル）を紐付けた「フロー定義」を作成するためには、以下の手順に従って操作を行います。 

1 メニューから［ワークフロー］（IM-Workflow）－［ワークフローシステム管理者］－［マスタ定義］－［フロー定義］

をクリックします。 

［フロー定義］画面が表示されます。 

 

＜［フロー定義］画面＞ 

 IM-Workflowをインストールした直後では、メニューに「ワークフロー」が複数表示されますのでご注意ください。 

 上記のメニューが表示されない場合は、IM-Workflowのメニュー設定の表示権限を確認してください。 

 IM-Workflowの操作については「IM-Workflow 管理者 操作ガイド」を参照してください。 
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2 ［新規作成］リンクをクリックします。 

［フロー定義－新規作成］画面が表示されます。 

 

＜［フロー定義］画面＞ 

3 「フローID」に「kyuka」、「フロー名」に「休暇届」を入力して、［登録］ボタンをクリックします。 

フロー定義の登録処理が実行され、［フロー定義－編集］画面が表示されます。画面上に登録した内容が

表示されます。 

 

＜［フロー定義－新規作成］画面＞ 
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4 ［バージョン］タブの［新規作成］リンクをクリックします。 

［フロー定義－バージョン－新規作成］画面が表示されます。 

 

＜［フロー定義－編集］画面＞ 

5 「バージョン期間」の左側（開始日）に「2010/01/01」を入力、「バージョン有効／無効」から「有効」を選択、「コン

テンツ」から「休暇届」を選択、「ルート」から「直線ルート」を選択して、［登録］ボタンをクリックします。 

バージョンの登録処理が実行され、［フロー定義－バージョン－編集］画面が表示されます。画面上に登

録した内容が表示され、設定できる項目のタブが追加表示されます。 

 

＜［フロー定義－バージョン－新規作成］画面＞ 
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6 必要に応じて［参照者］（参照者／標準組織）タブ、［コンテンツ詳細］タブ、および、［ルート詳細］タブの設定を

行います。 

 

＜［フロー定義－バージョン－編集］画面＞ 

 ルート内に「分岐開始・終了」「動的承認」「縦配置」「横配置」ノードが存在する場合は、［ルート詳細］タブでの追加

設定が必要です。必ず設定を行ってください。 

 IM-Workflowの操作については「IM-Workflow 管理者 操作ガイド」を参照してください。 
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4.3.2.4 案件プロパティ設定を行う 

IM-Workflowには「案件プロパティ定義」が用意されています。IM-VisualDesignerで案件プロパティの

連携を行うと、申請時に画面で入力した任意の項目値をIM-Workflowの［未処理一覧］画面や［処理済一

覧］画面に表示したり、メールの本文内に入力値を含めたり、分岐などのルールで条件値として使用した

りすることができるようになります。 

 

例えば物品購入の稟議書の場合、購入金額を案件プロパティに設定しておくことで、未処理一覧からすべ

ての案件の購入金額を一括で閲覧することができるようになります。 

 

ドキュメント「休暇届」の「休暇日数」を連携させるためには、以下の手順に従って操作を行います。 

 「行追加」、「行削除」アクションが設定されたテーブルの行内に配置した項目を、案件プロパティと連携させることは

できません。 

1 メニューから［ワークフロー］（IM-Workflow）－［ワークフローシステム管理者］－［マスタ定義］－［案件プロパテ

ィ定義］をクリックします。 

［案件プロパティ定義］画面が表示されます。 

 

＜［案件プロパティ定義］画面＞ 

 IM-Workflowをインストールした直後では、メニューに「ワークフロー」が複数表示されますのでご注意ください。 

 上記のメニューが表示されない場合は、IM-Workflowのメニュー設定の表示権限を確認してください。 

 IM-Workflowの操作については「IM-Workflow 管理者 操作ガイド」を参照してください。 
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2 ［新規作成］リンクをクリックします。 

［案件プロパティ定義－新規作成］画面が表示されます。 

 

＜［案件プロパティ定義］画面＞ 

3 「キー」に「vacation_days」、「キー名」に「休暇日数」を入力、「型」から「数値」を選択、「使用種別」から「一覧表

示項目の項目として使用する」をチェックして、［登録］ボタンをクリックします。 

案件プロパティの登録処理が実行され、［案件プロパティ定義］画面に戻ります。 

 

＜［案件プロパティ定義－新規作成］画面＞ 

 「キー」と「キー名」はフォームの入力項目の名称と一致させる必要はありません。 

 「使用種別」の「一覧表示項目の項目として使用する」以外は任意です。 
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4 登録した「休暇日数」が一覧に表示されていることを確認します。 

 

＜［案件プロパティ定義］画面＞ 

5 メニューから［IM-VisualDesigner］－［マスタメンテナンス］－［IM-Workflow連携］をクリックします。 

［連携情報］画面が表示されます。 

 

＜［連携情報］画面＞ 
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6 一覧から「休暇届」の行にある［編集］アイコンをクリックします。 

［コンテンツ連携情報］画面が表示されます。 

 

＜［連携情報］画面＞ 

7 ［案件プロパティ設定］タブをクリックします。 

［案件プロパティ設定］画面が表示されます。 

 

＜［コンテンツ連携情報］画面＞ 
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8 ［登録］リンクをクリックします。 

［案件プロパティ設定登録］画面が表示されます。 

 

＜［案件プロパティ設定］画面＞ 

9 「ノードID」の右側にあるアイコンをクリックします。 

［フロー選択］画面が表示されます。 

 

＜［案件プロパティ設定登録］画面＞ 
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10 一覧から「休暇届」の行にある［選択］アイコンをクリックします。 

［ノード選択］画面が表示されます。画面上にフロー定義「休暇届」に登録されているルート内のノードが

一覧で表示されます。 

 

＜［フロー選択］画面＞ 

11 「ノード名」から「申請」を選択して、［決定］ボタンをクリックします。 

［案件プロパティ設定登録］画面に戻ります。「ノードID」に選択したノードのIDが表示されます。 

 

＜［ノード選択］画面＞ 
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12 「案件プロパティキー」から「休暇日数」、「項目ID」から「休暇日数」を選択して、［登録］ボタンをクリックします。 

案件プロパティの連携処理が実行され、［案件プロパティ設定］画面に戻ります。画面上に登録した案件

プロパティが表示されます。 

以上で案件プロパティの連携設定は終了です。 

 

＜［案件プロパティ設定登録］画面＞ 

 「項目ID」には、「行追加」、「行削除」アクションが設定されたテーブルの行内に配置した項目は表示されません。 

 案件プロパティの連携は「ノードID」で紐付けているため、同じノードIDを持つ複数のフロー定義で１つのコンテンツ

定義（ドキュメント）を使用した場合、１つの設定で複数のフローに設定が影響します。 

これを回避するためには、１つのコンテンツ定義（ドキュメント）に対して１つのフロー定義のみ紐付けるか、すべて

のフローでノードIDが一意になるように設定してください。 
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4.3.2.5 追記設定を行う 

承認時の承認画面に表示される参照画面では、基本的にすべての項目が編集できない読み取り専用の状態

になりますが、追記設定を行うと指定の承認時のみ参照画面の一部項目を編集可能にしたり、非表示に設

定したりすることができます。 

 

ドキュメント「休暇届」に追記設定を行うためには、以下の手順に従って操作を行います。 

1 ドキュメント「休暇届」の［コンテンツ連携情報］画面、または、［案件プロパティ設定］画面で、［追記設定］タブを

クリックします。 

［追記設定］画面が表示されます。 

 

＜［案件プロパティ設定］画面＞ 
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2 ［登録］リンクをクリックします。 

［追記設定登録］画面が表示されます。 

 

＜［追記設定］画面＞ 

3 「ノードID」を選択、「項目ID」から「休暇残業日数」を選択、「追記種別」から「追記可能」を選択して、［登録］ボ

タンをクリックします。 

追記設定の登録処理が実行され、［追記設定］画面に戻ります。画面上に登録した追記設定が表示されま

す。 

以上で追記設定は終了です。 

 

＜［追記設定登録］画面＞ 

 「ノードID」の設定方法は「案件プロパティ」と同様です。「4.3.2.4 案件プロパティ設定を行う」の手順9～11を参照し

てください。 

 追記設定は「ノードID」で紐付けているため、同じノードIDを持つ複数のフロー定義で１つのコンテンツ定義（ドキュメ

ント）を使用した場合、１つの設定で複数のフローに設定が影響します。 

これを回避するためには、１つのコンテンツ定義（ドキュメント）に対して１つのフロー定義のみ紐付けるか、すべて

のフローでノードIDが一意になるように設定してください。 

 [ノード選択]画面では、申請ノードおよび承認ノードのみが表示されます。動的承認ノードに対して追記設定を行い

たい場合は、[ノード選択]画面を介さずに、直接「ノードID」を入力してください。 
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「追記種別」は以下の項目から選択することができます。 

追記可能 設定した項目の入力内容を承認者が変更できるようにします。 

非表示 設定した項目の入力内容を参照画面上に表示せずに隠します。 
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4.3.3 画面を利用して申請する 
IM-Workflow連携機能で連携を行ったドキュメント「休暇届」を実際に利用して申請を行うためには、以

下の手順に従って操作を行います。 

1 ブラウザで一般ユーザのログイン画面を開き、ログインします。 

ユーザのメイン画面が表示されます。 

 

＜一般ユーザログイン画面＞ 

2 メニューから［ワークフロー］（IM-Workflow）－［申請］をクリックします。 

［申請］画面が表示されます。 

 

＜［申請］画面＞ 



第 4 章 ワークフローとの連携 

160    IM-VisualDesigner 

 

3 一覧から「休暇届」の行にある［申請］アイコンをクリックします。 

［休暇届］の登録画面が表示されます。 

 

＜［申請］画面＞ 

4 各項目を入力して、［送信］ボタンをクリックします。 

［申請］画面が表示されます。 

 

＜［休暇届］の登録画面＞ 
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5 「案件名」に任意の案件名を入力、「担当組織」から任意の組織を選択して、［申請］ボタンをクリックします。 

申請処理が実行され、案件が作成されます。申請処理後は［申請］画面に戻ります。 

 

＜［申請］画面＞ 

 これ以降のIM-Workflowでの操作方法は「IM-Workflow 利用者 操作ガイド」を参照してください。 
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4.3.4 申請時の登録内容を確認する 
IM-Workflow連携機能で連携を行ったドキュメント「休暇届」を利用して申請した内容を確認するために

は、以下の手順に従って操作を行います。 

1 ブラウザで一般ユーザのログイン画面を開き、ログインします。 

ユーザのメイン画面が表示されます。 

 

＜一般ユーザログイン画面＞ 

2 メニューから［ワークフロー］（IM-Workflow）－［処理済］をクリックします。 

［処理済］画面が表示されます。 

 

＜［処理済］画面＞ 
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3 一覧から確認する案件の行にある［詳細］アイコンをクリックします。 

［休暇届］ダイアログが表示されます。 

 

＜［処理済］画面＞ 

4 案件申請時に登録した内容が表示されます。 

［閉じる］リンクをクリックすると、ダイアログが閉じます。 

 

＜［休暇届］ダイアログ＞ 
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4.3.5 連携の設定を更新する 
ここでは、IM-VisualDesignerのワークフロー連携機能を使用して作成した「コンテンツ定義」の「案件

プロパティ設定」と「追記設定」について、設定内容を更新する方法について説明します。 

4.3.5.1 案件プロパティ設定を更新・削除する 

ドキュメント「休暇届」の「案件プロパティ設定」を更新、削除するためには、以下の手順に従って操作

を行います。 

1 ドキュメント「休暇届」の［コンテンツ連携情報］画面で、［案件プロパティ］タブをクリックします。 

［案件プロパティ設定］画面が表示されます。 

 

＜［コンテンツ連携情報］画面＞ 
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2 一覧から更新、削除する案件プロパティ定義の行にある［編集］アイコンをクリックします。 

［案件プロパティ設定編集］画面が表示されます。 

 

＜［案件プロパティ設定］画面＞ 

3 「項目ID」を変更する場合は新しい内容に変更して、［更新］ボタンをクリックします。 

この案件プロパティ定義を削除する場合は、［削除］ボタンをクリックします。 

案件プロパティの連携設定の更新処理、または、削除処理が実行され、［案件プロパティ設定］画面に戻

ります。 

以上で案件プロパティの連携設定の更新、削除は終了です。 

 

＜［案件プロパティ設定編集］画面＞ 



第 4 章 ワークフローとの連携 

166    IM-VisualDesigner 

 

4.3.5.2 追記設定を更新・削除する 

ドキュメント「休暇届」の「追記設定」を更新、削除するためには、以下の手順に従って操作を行います。 

1 ドキュメント「休暇届」の［コンテンツ連携情報］画面で、［追記設定］タブをクリックします。 

［追記設定］画面が表示されます。 

 

＜［コンテンツ連携情報］画面＞ 

2 一覧から更新、削除する追記設定の行にある［編集］アイコンをクリックします。 

［追記設定編集］画面が表示されます。 

 

＜［追記設定］画面＞ 
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3 「追記種別」を変更する場合は新しい内容に変更して、［更新］ボタンをクリックします。 

この追記設定を削除する場合は、［削除］ボタンをクリックします。 

追記設定の更新処理、または、削除処理が実行され、［追記設定］画面に戻ります。 

以上で追記設定の更新、削除は終了です。 

 

＜［追記設定編集］画面＞ 
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4.3.6 申請書を再利用する 
IM-VisualDesignerのフォームを利用して申請した申請書のデータを再利用することで、効率良く新しい

申請書を作成して申請することができます。 

 

IM-Workflow連携機能で連携を行ったドキュメント「休暇届」を利用して申請した内容を元に、新しい申

請を行うためには、以下の手順に従って操作を行います。 

1 ブラウザで一般ユーザのログイン画面を開き、ログインします。 

ユーザのメイン画面が表示されます。 

 

＜一般ユーザログイン画面＞ 
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2 メニューから［IM-VisualDesigner］－［申請書再利用（IM-Workflow）］をクリックします。 

［再利用］画面が表示されます。 

 

＜［再利用］画面＞ 

 一覧には、IM-VisualDesignerと連携しているプロセスを使用して申請した案件のみが表示されます。IM-Workflowか

ら標準の機能で申請を行った案件は表示されません。 

3 一覧から再利用する案件の行にある［申請］アイコンをクリックします。 

［休暇届］の登録画面が表示されます。画面上に元となる案件の情報が表示されます。 

 

＜［再利用］画面＞ 
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4 元となる案件の情報から必要な項目内容を変更して、［送信］ボタンをクリックします。 

［申請］画面が表示されます。 

 

＜［休暇届］の登録画面＞ 

5 「案件名」に任意の案件名を入力、「担当組織」から任意の組織を選択して、［申請］ボタンをクリックします。 

申請処理が実行され、プロセスが作成されます。申請処理後は［再利用］画面に戻ります。 

 

＜［申請］画面＞ 
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4.3.7 連携を解除する 
IM-Workflow連携機能で連携を行ったドキュメント「休暇届」の連携を解除して、IM-Workflowで使用

不可にするためには、以下の手順に従って操作を行います。 

 この操作は元となるドキュメントを削除してしまった後でも行うことができます。 

 連携を解除した場合でも、IM-Workflow側にコンテンツ定義が残ります。完全に削除するためには、ワークフロー側

のコンテンツ定義、フロー定義を削除する必要があります。フロー定義を削除しない場合、［申請］画面に連携したフ

ローが表示されたままとなります。 

コンテンツ定義を削除するためには、そのコンテンツ定義を使用しているフロー定義を削除する必要があるなど、い

くつかの制限があります。詳しくは「IM-Workflow 管理者 操作ガイド」を参照してください。 

1 ブラウザで一般ユーザのログイン画面を開き、ログインします。 

ユーザのメイン画面が表示されます。 

 

＜一般ユーザログイン画面＞ 
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2 メニューから［IM-VisualDesigner］－［マスタメンテナンス］－［IM-Workflow連携］をクリックします。 

［連携情報］画面が表示されます。 

 

＜［連携情報］画面＞ 

3 一覧から「休暇届」の行にある［編集］アイコンをクリックします。 

［コンテンツ連携情報］画面が表示されます。 

 

＜［連携情報］画面＞ 



4.3 IM-Workflow 

サーバモジュール 操作ガイド    173 

 

4 ［削除］ボタンをクリックします。 

［確認］ダイアログが表示されます。 

 

＜［コンテンツ連携情報］画面＞ 

5 ［OK］ボタンをクリックします。 

コンテンツ連携情報の削除処理が実行され、［連携情報］画面に戻ります。 

以上でIM-Workflow連携の解除は終了です。 

 

＜［確認］ダイアログ＞ 
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5.1 インポート・エクスポートの概要 
IM-VisualDesignerで登録したフォームとドキュメントは、外部ファイルから外部ファイルから取り込ん

だり（インポート）、逆に外部ファイルへ書き出したり（エクスポート）することができます。 

 

取り扱うファイルは、フォームとドキュメントがセットで保存されているZIPファイルです。ファイル内に

は以下の情報が含まれています。 

 フォームのバージョン情報 

 フォームの定義情報とファイル（IM-VisualDesigner Client で作成した画面情報） 

 ドキュメントのバージョン情報 

 ドキュメントのテーブル設定情報 

 ドキュメントの一覧項目設定情報 

 ドキュメントの表示権限設定情報 

 

以下の情報は含まれないため、インポートを行っても復元されませんのでご注意ください。 

 ドキュメントのメニュー設定情報 

 フォーム、ドキュメントを使用して登録画面から登録したデータ 

 ワークフロー連携、IM-Workflow 連携に関連する設定情報 

 

インポート・エクスポートはブラウザ上でアップロード、または、ダウンロード操作で行うか、Storage 

Serviceが動作しているサーバのディスク上から読み取り、または、書き込みのいずれかの方法で実行する

ことができます。 

比較的大きなファイルを取り扱う場合はStorage Serviceのディスクを使用することで、ファイルイメー

ジを経由するサービスを減らすことができるため、サーバ負荷を減らすことができます。 

 

インポートを行う場合、基本的に既存の定義情報に上書きします。１つのバージョン情報のみが含まれる

フォーム、ドキュメントをインポートした場合、そのバージョン情報のみが上書きされます。 

 

すべてのバージョンが削除された状態で１つのバージョン情報をインポートすると、そのバージョンのみ

が登録されます。このとき、バージョン履歴番号は変更されません。例えば、バージョン履歴番号が「２」

のバージョンのみが保存されたファイルをインポートした場合、同じIDを持つフォーム、ドキュメントが

登録されていなければ、バージョン履歴番号が「２」のバージョンが復元され、バージョン履歴番号「１」

が抜けた状態になります。 
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5.2 インポート・エクスポートの実行 
ここでは、IM-VisualDesignerで作成したフォーム、ドキュメントを外部ファイルから取り込む（インポ

ート）操作、および、外部ファイルへ書き出す（エクスポート）操作を行うための方法について説明しま

す。 

 

5.2.1 インポートを行う 
フォーム、ドキュメントを外部ファイルから取り込む（インポートする）ためには、以下の手順に従って

操作を行います。 

1 ブラウザで一般ユーザのログイン画面を開き、ログインします。 

ユーザのメイン画面が表示されます。 

 

＜一般ユーザログイン画面＞ 
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2 メニューから［IM-VisualDesigner］－［インポート／エクスポート］－［インポート］をクリックします。 

［ドキュメント情報インポート］画面が表示されます。 

 

＜［ドキュメント情報インポート］画面＞ 

3 「インポートファイル」からインポートするファイルの場所を指定して、［インポート実行］ボタンをクリックします。 

インポート処理が実行され、［インポート処理結果］画面が表示されます。画面上にフォーム、ドキュメ

ントのインポート結果が表示されます。 

 

＜［ドキュメント情報インポート］画面＞ 
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4 インポートの処理結果を確認して、［戻る］リンクをクリックします。 

［ドキュメント情報インポート］画面に戻ります。 

以上でフォーム、ドキュメントのインポートは終了です。 

 

＜［インポート処理結果］画面＞ 

 インポートできなかった内容については画面上に赤色の文字で表示されます。 

 フォームとドキュメントの定義情報は上書きされますが、ドキュメントのテーブル設定は上書きされないため、すでに

同名のテーブルが存在している場合はテーブルの作成に失敗します。この場合、フォームの内容によりデータベー

ス設定の更新が必要になる場合があります。データベース設定の更新については「3.3.1.3 テーブル設定を行う」を

参照してください。 
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5.2.2 エクスポートを行う 
フォーム、ドキュメントを外部ファイルへ書き出す（エクスポートする）ためには、以下の手順に従って

操作を行います。 

1 ブラウザで一般ユーザのログイン画面を開き、ログインします。 

ユーザのメイン画面が表示されます。 

 

＜一般ユーザログイン画面＞ 

2 メニューから［IM-VisualDesigner］－［インポート／エクスポート］－［エクスポート］をクリックします。 

［ドキュメント情報エクスポート］画面が表示されます。 

 

＜［ドキュメント情報エクスポート］画面＞ 
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3 「出力先」を選択します。「ストレージ」を選択した場合は、出力先のパスも入力します。 

 

＜［ドキュメント情報エクスポート］画面＞ 

4 すべてのフォーム、ドキュメントをエクスポートする場合は、［全てエクスポート］リンクをクリックします。 

特定のドキュメントとそれに紐付くフォームをエクスポートする場合は、手順5に進んでください。 

［全てエクスポート］リンクをクリックした場合は、すぐにエクスポート処理が実行されます。 

 

＜［ドキュメント情報エクスポート］画面＞ 

 エクスポート対象のドキュメントが多すぎると、正常にエクスポートできない場合があります。その場合は、手順5に

進んでエクスポートするドキュメントを絞ってから、再度エクスポートを実行してください。 
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5 ①特定のドキュメントバージョンとそれに紐付くフォームをエクスポートする場合は、「特定のバージョンをエクス

ポート」を選択した状態で、エクスポートするドキュメントの行にある［選択］アイコンをクリックします。手順6に

進んでください。 

［選択］アイコンをクリックした場合は、［ドキュメント情報エクスポート］画面が表示されます。 

 

＜［ドキュメント情報エクスポート］画面＞ 

②複数のドキュメントとそれに紐付くフォームをエクスポートする場合は、「特定のバージョンをエクスポート」を

選択した状態で、エクスポートするドキュメントの行にあるチェックボックスをチェックして、［エクスポート実行］

ボタンをクリックします。 

［エクスポート実行］ボタンをクリックした場合は、すぐにエクスポート処理が実行されます。 

 

＜［ドキュメント情報エクスポート］画面＞ 
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6 一覧からエクスポートするバージョンの［エクスポート］アイコンをクリックします。 

エクスポート処理が実行されます。 

以上でフォーム、ドキュメントのエクスポートは終了です。 

 

＜［ドキュメント情報エクスポート］画面＞ 
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